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　 林 1989］を採用することとする。小林編年では，早期は撚糸文系土器の出現からとされている。

２　ミュージアムパーク茨城県自然博物館資料課首席学芸主事土屋勝氏，及び北海道大学名誉教授仲谷

　一宏氏に，校正段階になったため写真でではあるが，同定していただいた（2018.02.15）。

３　局部磨製石鏃の時期については，渡邉明氏は若干古く見ている。当遺跡で花輪台Ⅰ式土器など撚糸

　文土器に伴うスタンプ形石器が採集されていることから，その時期の可能性があると見ているのであ

　る。
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的な石材である。そのヒスイを利用した大珠は，拠点

的集落である環状集落から基本的に各１個しか出土し

ないことから，集団内の特別な存在である人が威信財

として身に着けていたと考えられている［栗島 2007］。

　当遺跡の渡邉資料には，ほかにも縄文時代中期の土

器片や石器類が含まれている。ヒスイ製品を含むこれ

ら資料の分析を通じて，縄文時代中期を中心とした集

落の様相がより明らかになろう。

結び

　以上，渡邉資料のごく一部を紹介した。

　渡邉資料は各時代の資料を含むが，特に縄文時代草

創期から早期にかけての資料が注目される。これまで

は長い間，小野天神前遺跡の早期・沈線文土器がこの

地域最古の土器とされてきた［大宮町史編さん委 1977，瓦吹 1995］。土器だけでなく，それ以前の縄文時代

の遺構・遺物は知られていなかった。最近になって草創期・早期の資料が確認され始めている［青

池他 2015・2016，平石 2017］が，資料的にはまだまだ貧弱である。今回，草創期に属する中崎遺跡の有

舌尖頭器，早期に属する下小場遺跡の縄文・撚糸文・擦痕・沈線文等の土器群，上ノ内遺跡の局部

磨製石鏃，下小場遺跡・古宿遺跡・上ノ内遺跡の打製片刃石斧などを紹介した。当該時期に関する

資料が一挙に充実したことになる。

　そのほか，後期旧石器時代に属する三美中道遺跡のナイフ形石器や尖頭器，縄文時代中期に属す

ると思われる山根遺跡の蛇体把手，西塙遺跡のヒスイ製大珠，後・晩期に属すると思われる小野天

神前遺跡の土偶や垂飾・スタンプ形土製品・石剣・独鈷石・線刻礫・岩版等を紹介した。

　今回はごく一部を紹介しただけであるが，いずれもきわめて貴重な資料で，それだけでも渡邉資

料が地域の歴史を塗り替えるほどの内容，あるいは当時の文化理解を一層深める内容を持っている

ことが窺えると思う。今後，今回紹介できなかった資料を紹介するとともに，検討を加えることに

よって，この地域の歴史・文化がより鮮明になっていくものと考える。今後は報告書刊行に向け，

膨大な量の資料を整理していかなくてはならない。そしてより深い資料理解のため努力を重ねなけ

ればならないと思っている。種々御教示を賜りたいと願うものである。
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註

１　縄文時代草創期・早期の土器編年体系については，本稿では，現在もっとも一般的である小林編年［小

第９図　西塙遺跡採集遺物実測図
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北関東東部地域を主要な分布圏としている［中村 2017］。当遺跡はそうした分布圏の中心部の一画を

占める。

（10）山根遺跡（第８図，巻頭写真３-3）

　那珂川との合流地点に近い緒川の右岸河岸段丘上に立地する，縄文時代から平安時代の集落遺跡

である。一部が調査され，弥生時代

後期と平安時代の住居跡等が確認さ

れている [三輪他 2014]。

　寄贈資料は１点で，縄文土器の装

飾把手である。その形状からは蛇を

象った蛇体把手と考えられる。円環

状の蛇体の上に，横に突き出す頭部

を表現し，２対の穴で鼻孔と目を表

現している。頭部は三角形で，マム

シを表している可能性がある。蛇体

把手は縄文時代中期に特徴的な装飾

であり，その時期の遺構の存在を推

測させる。当時の文化や縄文人の意

識を探るうえでよい資料となろう。

（11）西塙遺跡（第９図，巻頭写真３-2）

　那珂川左岸の河岸段丘上に立地する，縄文時代中～晩期と奈良・平安時代の複合遺跡である。一

部が調査され，縄文時代中期の拠点的集落の一部が明らかになっている [辻他 2009，小川他 2009]。 

　第９図はヒスイ（硬玉）製大珠である。形状はいわゆる「鰹節形」に近い。頭部に新しい欠損が

あり，現状での計測値は長さ5.5㎝であるが，約６㎝に推定復元できよう。頭部側1/3ほどの部分に，

先端の丸い棒状工具により片側から穿孔された貫通孔がある。胴部に一見欠損に見える部分がある

が，角が摩耗しており素材段階以前の割れであろう。当遺跡ではすでに２点のヒスイ製大珠が採集

されており [矢野 2007，瓦吹 2014]，本例が３例目になる。縄文時代中期の所産と考えられる。ヒスイは，

日本では新潟県の糸魚川周辺でのみ産出する貴石で，縄文時代における広域流通の対象として代表

第７図　上ノ内遺跡採集遺物実測図

第８図　山根遺跡採集遺物実測図
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　採集されている資料は１点で，

打製片刃石斧である。石材はホル

ンフェルスで，ほぼ完存し，長さ

は 11.0 ㎝である。基部は尖頭状

をなす。形状から縄文時代早期の

所産と考えられる。

（８）野上槻遺跡

　久慈川右岸河岸段丘上に立地す

る，旧石器時代，縄文時代と平安

時代の複合遺跡である。当遺跡は，

かつて渡邉氏が表採資料を当市教

育委員会に届けたことから周知に

至った経緯がある。調査歴はない。

　採集資料は，旧石器時代の石核・

剥片と平安時代の土師器・須恵器

が主なものである。

（９）上ノ内遺跡（第７図）

　栃木県境に近い，那珂川左岸の

低位段丘上に立地する，縄文時代

と奈良・平安時代の遺跡である。

調査歴はない。

　採集資料には擦痕土器・石鏃・打製石斧・スタンプ形石器が含まれる。１～５は局部磨製石鏃，

６は平基の石鏃，７はいわゆるトロトロ石製の打製片刃石斧で，いずれも縄文時代早期前半・花輪

台Ⅱ式土器［那珂町史編さん委 1990］，または天矢場式土器［中村 2002］に伴うものと考えられる。局部磨

製石鏃は，天矢場式土器に伴う堀込型石鏃に特徴的なもので ( 註３），栃木県から茨城県にかけての

第６図　古宿遺跡採集遺物実測図

１～ 28 は縄文土器である。１は不鮮明だが縄文を施文する早期前葉・夏島式土器，２・３は撚糸

文を粗く施文する早期前葉・稲荷台式土器，４～ 11 は擦痕が著しい無文土器，いわゆる擦痕土器

で，撚糸文系に後続する早期前葉・花輪台Ⅱ式土器［那珂町史編さん委 1990］，または天矢場式土器［中

村 2002］，12 ～ 19 は沈線文を施文する早期中葉・三戸式土器，20 は沈線文と連続刺突を施文する早

期中葉・田戸下層式土器である。21 ～ 24 は沈線文を施文する三戸式または田戸下層式土器であろ

う。25 は尖底土器の尖底に近い破片で，三戸式または田戸下層式のものと思われる。26 は胎土に

繊維を含み内外面に条痕文を施す早期後葉のものであろう。27 は貝殻による連続刺突文を施文す

る前期中葉・浮島式土器，28 は貝殻圧痕文を施文する興津式土器である。29（写真３-8）は打製片刃

石斧である。両面加工で，裏面の上下両端に平滑な自然面を残す。石材はホルンフェルス，長さは

16.9 ㎝である。形状から，縄文時代早期後半から前期前半の所産と考えられる。

　今回，縄文時代早期，中でも早期前葉の土器群が明らかになったことは，当地域史の理解にとっ

てきわめて意義深い。打製片刃石斧もこれまで当市域では知られていなかったものである。

（６）弁慶松塚群

　久慈川右岸河岸段丘のやや内部に位置し，近世の塚２基が確認されている。発掘調査はされてい

ない。採集資料は内耳土器片９点である。

（７）古宿遺跡（第６図）

　那珂川左岸河岸段丘上に立地する，縄文・古墳・奈良・平安時代の集落遺跡である。調査歴はない。
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第５図　下小場遺跡採集遺物実測図
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　４は勾玉形の石製垂飾である。小型扁平な自然礫を利用し，若干磨って整形している。長さは2.5

㎝である。頭部に両面穿孔により小孔を開け，脚部には磨りにより細かなキザミを入れる。

　５はサメの歯の化石製の垂飾である。現状では縦に割れて半分を欠失している。長さは 2.3 ㎝で

ある。歯の形状をおおよそ残して全面を研磨調整し，歯根に近い部分に両面穿孔により１孔を開け，

側縁上部には磨りにより小さな抉りを入れる。側縁は水磨または研磨により滑らかな線を示すが，

エナメル質部分の中に象牙質が点々と露出する。鋸歯縁の痕跡である。サメの種類はホホジロザメ

で，利用されているのは上顎歯の１本である (註２)。

　６は独鈷石である。石材は閃緑岩である。全体は扁平で，両端は石斧状を呈する。中央部付近の

１対の隆起は滑らかな面で形成される。晩期の所産であろう。 

　７（写真３-6）は石剣の先端部付近の破片である。粘板岩製で，先端部にはわずかな段を有する。

非常に精巧に作られ，それぞれの段及び段の頭部側には渦巻き文とＩ字状文を線刻する。線刻部分

には赤色顔料が濃密に残存する（図中，赤アミ部分）。

　８は線刻礫で，その表現からは岩偶と呼んでもよい。灰白色の凝灰質泥岩の扁平な楕円礫を利用

しており，長さは 13.8 ㎝ある。正面に横１条とそこから垂下する６条の細く浅い線を刻む。線刻

表現の類例としては愛媛県上黒岩岩陰遺跡［江坂他 1967］のものがあり，髪・乳房・腰蓑の線刻によ

り女性を表現しているとされ，「ヴィーナス像」と呼ばれることもある。本例の線刻は，その腰蓑

の表現に共通する。上黒岩例は，時期的には縄文時代草創期の所産とされる。周辺地域では福島県

いわき市薄磯貝塚［渡辺 1980，大竹他 1988］の多数の線刻礫がある。腰蓑を表現する例はないが，石材

は共通する。時期的には晩期のものである。本例の年代については，薄磯貝塚例との石材の共通性

や当遺跡の他の遺物の年代等から，晩期の所産と考えておきたい。

　９（写真３-7）は岩版である。凝灰質泥岩を長方形の板状に整形しており，長さは 8.7 ㎝，幅は 6.0

㎝ある。正面一杯に，複合した線でＳ字状の文様を線刻する。

　当遺跡採集資料は，前述したように膨大で，縄文時代晩期を中心にした多様な遺物を含む。今回

紹介したものはごく一部に過ぎないが，当時の精神性豊かな文化を髣髴させる貴重なものである。

（３）鷹巣戸内遺跡

　久慈川右岸の低位段丘に立地する。一部が発掘調査され，平安時代から中世の集落跡が確認され

ている [ 後藤 2013]。採集資料は１点で，灰釉陶器椀の高台の付いた底部片である。発掘調査でも灰

釉陶器が出土している。

（４）中崎遺跡（第４図）

第４図

中崎遺跡採集遺物実測図

　那珂川左岸の河岸段丘上に立地する。一部が調査され，縄文時代

草創期の陥し穴，早期（三戸式）・前期（黒浜式）・後期（称名寺式）

の竪穴住居跡が確認されている [平石 2017]。

　図示したのはチャート製の有舌尖頭器である。長さは，両端が折

損しているが，現状で 4.4 ㎝で，復元すると７㎝前後になろう。長

身のいわゆる「小瀬ヶ沢型」[ 芹沢 1966] に分類されるものである。

有舌尖頭器は縄文時代草創期に特徴的な石器とされているが，本例

は市内唯一の例になる。

（５）下小場遺跡（第５図，巻頭写真３-8）

　那珂川左岸の河岸段丘上に立地する，縄文・古墳・奈良・平安時

代及び中世の集落遺跡である。これまで発掘調査等はされていない。

　寄贈資料には，縄文時代早期及び前期の土器群と石器群，平安時

代の土師器・須恵器，中世の青磁・青白磁・古瀬戸などが含まれる。
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第３図　小野天神前遺跡採集遺物実測図
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（２）小野天神前遺跡（第

３図，巻頭写真３-1,4～7）

　那珂川左岸の河岸段丘上

に立地する。1976（昭和

51）年に一部の発掘調査が

行なわれ，弥生時代中期の

再葬墓遺跡として著名な遺

跡となっている［茨城県歴史

館 1978，阿久津 1979・1980］。し

かし，縄文時代後・晩期の

大遺跡でもあり，そのほか

にも旧石器時代・平安時代

などの遺跡が複合する。

　１（写真３-5）はハート形

土偶の頭部である。顔面上

半部から頭部にかけて残存

し，ハート形の顔面，大き

な鼻，環状の粘土紐を貼っ

た目などがハート形土偶の

特徴を示している。ハート

形土偶は縄文時代後期初頭

に特徴的な土偶で，北関東

地方を中心として分布す

る。

　２（写真３-4）は，左右両

脇を欠損しているが，山形

土偶の頭部である。粘土板に粘土紐を貼り付けて顎を表し，眉と鼻はＴ字状の隆帯によって，目と

口は棒状工具による刺突で表現する。耳は小孔を開ける。山形土偶は，縄文時代後期中葉の関東地

方，特に霞ヶ浦から利根川水系に特徴的な土偶である。

　３（写真３-1）はスタンプ形土製品である。長さ 4.7 ㎝の楕円形の「スタンプ」部に小孔を開けた

撮み部が付く。「スタンプ」面の文様は，短軸方向と長軸方向（正中線）の刻線で構成されている。

第１図　採集遺跡位置図　　　＊図中の番号は表の番号と対応する。

第２図　三美中道遺跡採集遺物実測図
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骨角器を含む骨角細片が多いのでそれらを除いても合計 6,339 点中 5,174 点で，81.6％とやはり多

数を占めている。小野天神前遺跡の中では石鏃・同未成品が多く，1,938 点（33.8％）あった。渡

邉氏によれば，同遺跡には少なくとも 200 回以上は表採に行ったとのことである。散布する遺物が

きわめて多く，また多種多様であり，おそらくそうしたこともあって表採回数も多くなったものと

思われる。いずれにせよ，小野天神前遺跡が数量と多様性で他を圧倒している。

　時代別では，旧石器時代から近世までと幅広いが，やはり多いのは縄文時代である。これは，上

述した小野天神前遺跡の遺物が多量であることと連動する。一方で，遺跡での絶対量が少ないと思

われる旧石器や縄文時代草創期・早期 ( 註１) の遺物が一定程度含まれている。こうした事実に渡邉

氏の関心の所在が関係しているのは間違いない。

２　資料紹介

　以下，表の順にしたがい，遺跡ごとに，遺跡の簡単な紹介をした上で主な遺物を紹介する。ただ

し，紙幅の関係ですべての遺跡での図の掲載はできなかった。諒とされたい。

（１）三美中道遺跡（第２図）

　那珂川左岸の河岸段丘上に立地する。一部が発掘調査され，縄文時代中期の集落跡のほか，旧石

器時代石器集中地点や奈良・平安時代と中近世の集落も確認されている [高野他 2013，青池他 2015]。

　１・２はナイフ形石器，３は尖頭器である。石材はいずれもメノウで，長さは最も長い２が現状

で 4.1 ㎝である。ナイフ形石器は後期旧石器時代・砂川期の所産で，尖頭器も同時期と見てよい。

渡邉明氏採集の常陸大宮市内考古資料（予報）
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渡邉明氏採集の常陸大宮市内考古資料 （予報）

萩野谷　悟

はじめに

　渡邉明氏（那珂市在住，1949 年（昭和 24）４月 12 日生まれ）は，茨城県内を中心とした遺跡の

出土遺物の表面採集（以下，「表採」）活動で知られた考古学研究者である。半世紀を超える活動の

結果，膨大な量の資料を所持しておられ，その中にはきわめて貴重な資料を含んでいる。渡邉氏の

活動範囲は広く，常陸大宮市はおろか茨城県内にも収まらず，千葉県や栃木県等にも及んでいる。

それは勤務先が日本専売公社（のち，日本たばこ産業株式会社）で，煙草の買い付け等でそれらの

地域の農村を訪問することが多かったこととも関係する。主な表採の対象は旧石器時代から縄文時

代の遺物であるが，各地域の考古遺物をひととおり理解するため，また遺物の散逸を防ぐため，目

に触れた遺物は他の時代の遺物もすべて採集されている。渡邉氏は自らの活動を「畑乞食」と卑下

するが，資料の散逸を防いだ点でも高く評価されるべきである。現在は，今後の資料活用を考慮し，

地元自治体への返還の努力をされている。

　渡邉氏は常陸大宮市内採集遺物をこれまでも当市の歴史民俗資料館や教育委員会に寄贈されてき

たが，そこでは十分な対応ができていなかった。常陸大宮市では 2016 年（平成 28）度から市史編

さん事業を開始することになり，これを機にこうした資料の受け入れ態勢を整えるとともに，受け

入れた資料の整理・調査・研究及び公開をすることとした。渡邉氏の資料もこうした態勢の中で受

け入れることになった。返還・寄贈された渡邉氏には衷心から深い感謝の意を表する。

　渡邉氏から寄贈された常陸大宮市内関係資料（以下，「渡邉資料」）については，現在，筆者も加

わって，市史編さんの一環として整理作業を進めているところである。作業は 2016 年度末から開

始したが，いまだ全容が把握できていない。確実に把握できているのは，資料の受け入れ態勢を整

えたのちの寄贈分で，2017 年（平成 29）　３月 15 日から現在（2017 年末）までの，寄贈の回数に

して 36 回分である。それ以前の分については，現段階においては充分把握できていない。

　本稿では渡邉資料の一部を紹介する。ただ，以上のような状況の中での紹介となるので，確実に

把握できている上記期間受け入れ分を対象としたい。それ以前の受け入れ分を含む渡邉資料の整理

作業の成果は後日資料調査報告書として刊行する予定であるが，当該地域の歴史を知る上できわめ

て重要な資料を多数含むことから，報告書に先行して一部を紹介することとした次第である。

　なお，本稿は予報であり，報告書刊行後はそれが正式報告となるのでそちらに拠られたい。また，

本稿は紙幅の制約もあって説明等が不充分な部分も多いが，報告書では過不足なく説明等をする所

存なので，その意味でも報告書刊行後はそちらに拠られたい。

１　渡邉資料について

　本稿が対象とする渡邉資料について，表に採集遺跡と遺物の点数及び主な遺物，第１図に採集遺

跡の位置を示した。総量は，久慈川・那珂川の河原などから採集した石材標本を除き，11 遺跡の

表採資料 6,900 点である。遺物用のコンテナ６箱分になる。

　旧町村別では，大宮町７遺跡，御前山村３遺跡，山方町１遺跡で，緒川村・美和村は含まれない。

市域の南半部に集中する。南部は河岸段丘が多く，遺跡立地の好条件を備えていたことに加え，煙

草栽培に適した畑地が多く，渡邉氏の訪問機会が多かったであろうこととの関連が窺われる。

　遺跡別の遺物点数では，小野天神前遺跡が 5,727 点で，83.0％と圧倒的多数を占める。同遺跡は
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勇
委
員　
　

（　
　
　
　

〃　
　

※
区
長
会
長
）

　

・
野
上　

公
雄
委
員　

（　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）

　

・
武
藤　

信
一
委
員　

（　
　
　
　

〃　
　

※
学
校
教
育
関
係
者
）

　

・
平
島　

則
子
委
員　

（　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）

　

・
野
内　

正
美
委
員　

（　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）

　

・
猿
田　

茂
彦
委
員　

（　
　
　
　

〃　
　

※
常
陸
大
宮
市
役
所　

総
務
部
長
）

　

・
皆
川　

修
委
員　
　

（　
　
　
　

〃　

※
常
陸
大
宮
市
役
所　

政
策
審
議
官
）

　

１　

開
会

　

２　

市
長
あ
い
さ
つ

　

３　

会
長
選
出

　
　

・
野
上
公
雄
委
員
を
会
長
に
選
出
。

　

４　

副
会
長
選
出

　
　

・
西
野
由
希
子
委
員
を
副
委
員
長
に
選
出
。

　

５　

出
席
者
自
己
紹
介

　

６　

報
告
事
項

　
　

・
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
。

　
　

・
審
議
会
設
置
の
主
旨
に
つ
い
て
報
告
。

　

７　

協
議
事
項

　
　

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
（
諮
問
）

　
　

・
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
の
方
針
や
体
制
、
刊
行
物
構
成
、
事
業
ス
ケ　
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ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
審
議
。

　
　

②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

・
第
二
回
審
議
会
の
日
程
を
検
討
。

　
　

③
そ
の
他

　

８　

閉
会

　
　○

第
二
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
五
日
）

　

会
場
：
図
書
情
報
館　

研
修
室

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

協
議

　
　

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

・
編
さ
ん
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
。

　
　

・
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
刊
行
物
に
関
す
る
審
議
を
実
施
。

　
　

②
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
設
置
要
項
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

③
そ
の
他

○
第
三
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
八
年
二
月
五
日
）

　

会
場
：
図
書
情
報
館　

研
修
室

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

協
議

　
　

①
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
（
改
定
案
）
に
つ
い
て

　
　

・
方
針
内
容
お
よ
び
事
務
局
の
体
制
に
つ
い
て
検
討
。

　
　

・
市
史
編
さ
ん
事
業
の
周
知
、
情
報
発
信
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　
　

②
答
申
書
に
盛
り
込
む
提
言
に
つ
い
て

　
　

③
そ
の
他

　

４　

閉
会

○
第
四
回
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
八
年
三
月
一
五
日
）

　

会
場
：
図
書
情
報
館　

研
修
室

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

協
議

　
　

①
答
申
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

・
内
容
の
確
認
及
び
修
正
を
実
施
。

　
　

②
そ
の
他

　
　

・
完
成
し
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
へ
報
告
後
、
平
成
二
八
年

　
　
　

三
月
三
〇
日
に
市
長
へ
答
申
を
実
施
。

　
　

・
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局
は
、
平
成
二
八
年
度
に
新
設
さ
れ
る
歴
史
文

　
　
　

化
振
興
室
に
設
置
。

　
　

・
平
成
二
八
年
度
に
第
一
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
を
実
施
。　

　

４　

閉
会

　

※
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
。

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会

　
　

「
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
条
例
」
に
よ
っ
て
、
学
識
経
験
者
・
一
般
市

　

民
及
び
市
の
職
員
の
代
表
者
で
構
成
。
諮
問
機
関
と
し
て
、
市
長
の
諮
問
等
に
応

　

じ
て
会
議
の
開
催
や
答
申
等
を
実
施
。
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②
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
　

「
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
設
置
要
綱
」
に
よ
っ
て
専
門
知
識
を
有
す
る

　

監
修
者
と
専
門
委
員
で
構
成
。
専
門
部
会
を
置
き
、
「
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
基

　

本
方
針
」
を
受
け
、
年
次
計
画
に
従
っ
て
調
査
・
研
究
・
執
筆
等
を
実
施
。

③
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局

　
　

事
務
局
は
教
育
委
員
会
に
設
置
さ
れ
、
事
業
計
画
の
立
案
と
進
行
管
理
、
審
議

　

会
及
び
委
員
会
、
専
門
部
会
の
開
催
及
び
議
事
録
の
作
成
、
委
員
や
他
機
関
、
関

　

連
団
体
と
の
連
絡
調
整
、
刊
行
物
の
印
刷
校
正
及
び
出
版
、
関
係
部
署
と
連
携
し

　

て
の
古
文
書
・
行
政
資
料
・
文
化
財
等
の
所
在
・
確
認
調
査
、
資
料
収
集
並
び
に

　

整
理
、
そ
の
他
情
報
発
信
や
教
育
普
及
、
庶
務
・
経
理
的
な
事
務
を
実
施
。

　

〈
平
成
二
八
年
度
〉

○
第
一
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
八
年
一
一
月
二
八
日
）　

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

二
〇
一
会
議
室
、
二
〇
二
会
議
室

〈
議
事
内
容
〉

　

※
開
会
前
、
退
任
・
退
職
と
な
っ
た
坂
井
勇
氏
、
猿
田
茂
彦
氏
、
皆
川
修
氏
の
三

　
　

名
を
委
員
か
ら
解
職
し
、
新
た
に
三
名
を
審
議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
、
任
命
。

　

・
佐
藤　

隆
男
委
員
（
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者　

※
区
長
会
長
）

　

・
山
﨑　

俊
夫
委
員
（　
　
　
　

〃　
　
　

※
常
陸
大
宮
市
役
所　

総
務
部
長
）

　

・
佐
藤　

浩
之
委
員
（　
　
　
　

〃　
　

※
常
陸
大
宮
市
役
所　

政
策
審
議
官
）

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

出
席
者
自
己
紹
介

　

４　

報
告

　
　

・
平
成
二
八
年
度
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
。

　

５　

協
議

　
　

①
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
二
八
年
度
事
業
予
定
、
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
要
求
額
に

　
　
　

つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
。

　
　

②
市
史
編
さ
ん
事
業
関
連
の
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
　

・
「
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
の
連
載
、
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
の
刊

　
　
　

行
に
つ
い
て
説
明
、
議
論
を
実
施
。

　
　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
周
知
や
普
及
版
の
作
成
な
ど
、
事
業
の
周
知

　
　
　

方
法
に
関
し
て
検
討
。

　

５　

閉
会

○
第
二
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
九
年
三
月
二
二
日
）
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会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

二
〇
三
会
議
室

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

報
告

　
　

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

・
部
会
員
の
委
嘱
状
況
、
事
業
の
進
捗
状
況
、
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て
報
告
。

　
　

②
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

４　

協
議

　
　

①
市
史
編
さ
ん
事
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

　
　

・
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
体
制
、
支
援
内
容
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　
　

②
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
　

・
出
前
講
座
や
学
生
を
利
用
し
た
活
動
な
ど
、
教
育
普
及
活
動
の
今
後
に
つ
い

　
　
　

て
議
論
を
実
施
。

　

５　

閉
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

○
第
一
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
審
議
会
（
平
成
二
九
年
八
月
二
九
日
）

　

会
場
：
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

講
座
室

〈
議
事
内
容
〉

　

※
開
会
前
、
退
職
・
異
動
と
な
っ
た
武
藤
信
一
氏
、
山
﨑
俊
夫
氏
を
委
員
か
ら
解

　
　

職
し
、
新
た
に
二
名
を
審
議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
。

　

・
松
﨑　

英
政
委
員
（
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者　

※
学
校
教
育
関
係
者
）

　

・
坂
井　

秀
規
委
員
（　
　
　
　

〃　
　
　

※
常
陸
大
宮
市
役
所　

総
務
部
長
）

　

１　

開
会

　

２　

あ
い
さ
つ

　

３　

報
告

　
　

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

・
部
会
員
の
委
嘱
状
況
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

　
　

②
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
　

・
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
の
概
要
、
市
史
編
さ
ん
事
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
情

　
　
　

報
提
供
の
件
数
に
つ
い
て
報
告
。

　

４　

協
議

　
　

①
市
史
編
さ
ん
事
業
へ
の
協
力
団
体
に
つ
い
て

　
　

・
旧
自
治
体
史
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
人
物
や
、
市
内
の
歴
史
・
地
理
に
造
詣

　
　
　

の
深
い
人
物
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
体
制
作
り
を
検
討
。

　
　

②
市
史
編
さ
ん
事
業
の
周
知
に
つ
い
て

　
　

・
他
事
業
、
他
分
野
と
の
連
携
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　
　

・
市
外
へ
の
情
報
発
信
を
検
討
。

　
　

・
郷
土
史
研
究
会
の
よ
う
な
、
地
域
の
活
動
団
体
へ
の
周
知
活
動
を
検
討
。

　

５　

そ
の
他

　
　

・
平
成
二
九
年
一
〇
月
三
一
日
を
以
て
審
議
会
委
員
全
員
の
任
期
が
終
了
と
な

　
　
　

る
た
め
、
第
二
回
市
史
編
さ
ん
審
議
会
の
開
催
前
に
再
度
委
嘱
及
び
任
命
を

　
　
　

実
施
す
る
こ
と
を
説
明
。

　

６　

閉
会

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会

 

〈
平
成
二
八
年
度
〉

○
第
一
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
二
八
年
八
月
八
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

行
政
委
員
会
室

 

〈
議
事
内
容
〉
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※
開
会
前
、
市
史
編
さ
ん
委
員
八
名
に
委
嘱
状
及
び
任
命
状
を
交
付

　

・
高
橋　
　

修
委
員
（
茨
城
大
学　

人
文
学
部　

教
授
）

　

・
添
田　
　

仁
委
員
（
茨
城
大
学　

人
文
学
部　

准
教
授
）

　

・
佐
々
木　

啓
委
員
（
茨
城
大
学　

人
文
学
部　

准
教
授
）

　

・
鈴
木　

素
行
委
員
（
公
益
財
団
法
人　

ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
公
社　

文
化
財
調
査
事
務
所
長
）

　

・
大
津　

忠
男
委
員
（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部
長
）

　

・
桐
原　

幸
一
委
員
（
茨
城
生
物
の
会　

事
務
局
長
）

　

・
佐
藤　

浩
之
委
員
（
常
陸
大
宮
市
役
所　

政
策
審
議
官
）

　

・
山
﨑　

俊
夫
委
員
（
常
陸
大
宮
市
役
所　

総
務
部
長
）

　

１　

開
会

　

２　

市
長
あ
い
さ
つ

　

３　

市
史
編
さ
ん
委
員
及
び
事
務
局
員
の
自
己
紹
介

　

４　

議
事

　
　

①
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出

　
　

・
高
橋
修
委
員
を
委
員
長
、
佐
藤
浩
之
委
員
を
副
委
員
長
に
選
出
。

　
　

②
市
史
編
さ
ん
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て

　
　

③
専
門
部
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

　
　

・
専
門
調
査
員
及
び
協
力
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
六
つ
の
部
会
（
考
古
部
会

　
　
　

古
代
・
中
世
史
部
会
、
近
世
史
部
会
、
近
現
代
史
部
会
、
民
俗
部
会
、
自
然

　
　
　

部
会
）　

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
五
名
、
協
力
員

　
　
　

五
名
と
定
め
る
。

　
　

※
た
だ
し
、
自
然
部
会
の
み
、
生
物
分
野
／
地
質
分
野
に
分
か
れ
る
た
め
、
多

　
　
　

少
の
人
員
増
加
に
つ
い
て
は
許
可
。

　
　

④
平
成
二
八
、
二
九
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　

・
市
史
編
さ
ん
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
旧
自
治
体
刊
行
の
調
査
報
告
書
等

　
　
　

に
つ
い
て
説
明
、
議
論
を
実
施
。

　
　

・
『
常
陸
大
宮
市
史
』
の
中
で
部
会
ご
と
に
取
り
上
げ
る
べ
き
特
徴
や
、
部
会

　
　
　

間
で
協
議
す
べ
き
懸
案
事
項
に
つ
い
て
考
え
を
持
ち
寄
り
、
次
回
報
告
。

　

５　

そ
の
他

　

６　

閉
会

○
第
二
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
二
八
年
九
月
二
六
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

二
〇
一
会
議
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

委
員
長
あ
い
さ
つ

　

３　

報
告

　
　

・
専
門
調
査
員
及
び
協
力
員
の
委
嘱
に
関
す
る
進
捗
状
況
を
報
告
。

　

４　

議
事

　
　

①
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
に
つ
い
て

　
　

②
市
史
編
さ
ん
の
共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
　

・
部
会
長
ご
と
に
、
部
会
間
で
共
通
す
る
よ
う
な
項
目
に
つ
い
て
発
表
し
、
議

　
　
　

論
を
実
施
。

　
　

③
部
会
ご
と
の
今
年
度
及
び
来
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

　
　

④
部
会
間
で
調
整
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

　
　

・
考
古
部
会
と
中
世
史
部
会
（
石
造
物
、
城
址
、
遺
物
に
つ
い
て
）
、
近
世
史
部

　
　
　

会
と
近
現
代
史
部
会
（
地
方
美
術
）、自
然
部
会
と
他
部
会
（
石
材
等
）
な
ど
。

　
　

⑤
市
史
編
さ
ん
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
　

・
「
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
の
連
載
（
広
報
常
陸
大
宮
）
、
観
察
会
や
ワ
ー
ク
シ

　
　
　

ョ
ッ
プ
、
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
。

　

５　

そ
の
他

　

６　

閉
会

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）
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〈
平
成
二
九
年
度
〉

○
第
一
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
二
九
年
四
月
二
四
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

講
座
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

※
開
会
前
、
退
職
と
な
っ
た
山
崎
俊
夫
氏
を
委
員
か
ら
解
職
し
、
新
た
に
一
名
を

　
　

委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
。

　

・
坂
井　

秀
規
委
員
（
常
陸
大
宮
市
役
所　

総
務
部
長
）

　

１　

開
会

　

２　

委
員
長
あ
い
さ
つ

　

３　

報
告

　
　

・
専
門
調
査
員
及
び
協
力
員
の
委
嘱
状
況
、
事
業
経
過
、
平
成
二
九
年
度
の
購

　
　
　

入
物
品
等
に
つ
い
て
報
告
。

　

４　

議
事

　
　

①
各
部
会
の
今
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

　
　

・
専
門
部
会
活
動
を
本
格
始
動
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
各
部
会
が
担
当
す
る
範
囲

　
　
　

の
確
認
、
刊
行
す
る
資
料
編
の
体
裁
、
報
告
書
等
の
刊
行
に
つ
い
て
議
論
を

　
　
　

実
施
。

　
　

②
「
市
史
研
究
」
刊
行
に
つ
い
て

　
　

・
編
集
方
針
の
検
討
及
び
、
創
刊
企
画
（
座
談
会
）
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　
　

③
教
育
普
及
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
つ
い
て

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
在
り
方
、
活
動
内
容
に
関
す
る
検
討
、
議
論
を
実
施
。

　

５　

そ
の
他

　

６　

閉
会

○
第
二
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

議
会
委
員
会
室
一

 

〈
議
事
内
容
〉

　

１　

開
会

　

２　

委
員
長
あ
い
さ
つ

　

３　

報
告

　
　

・
専
門
調
査
員
及
び
協
力
員
の
委
嘱
状
況
や
、
各
部
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

報
告
。

　

４　

議
事

　
　

①
資
料
編
の
体
裁
に
つ
い
て

　
　

・
各
部
会
が
想
定
す
る
資
料
編
の
体
裁
（
判
型
、
色
、
文
字
の
組
み
方
等
）
に

　
　
　

つ
い
て
意
見
を
共
有
し
、
議
論
を
実
施
。

　
　

②
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
に
つ
い
て

　
　

・
今
年
度
の
掲
載
原
稿
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
来
年
度
の
企
画
に
関
し
て
議

　
　
　

論
を
実
施
。

　
　

③
市
史
編
さ
ん
事
業
へ
の
協
力
団
体
に
つ
い
て

　
　

・
過
去
の
旧
町
村
史
編
さ
ん
事
業
に
携
わ
っ
た
人
物
や
、
常
陸
大
宮
市
の
歴
史

　
　
　

に
関
す
る
見
識
が
深
い
人
物
な
ど
、
調
査
協
力
者
の
人
選
及
び
委
嘱
方
法
に

　
　
　

つ
い
て
検
討
。

　
　

④
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
　

・
事
業
Ｐ
Ｒ
や
今
後
の
活
動
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　

５　

そ
の
他

　

６　

閉
会
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常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

専
門
部
会

①
専
門
部
会
員
構
成
（
平
成
三
〇
年
一
月
一
日
現
在
）

考
古
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
五
名
、
協
力
員
五
名
）

〈
部
会
長
〉

鈴
木　

素
行　

 

（
公
益
財
団
法
人　

ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
調
査
事
務
所
長
）

〈
専
門
調
査
員
〉

宇
留
野　

主
税
（
桜
川
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課　

副
主
査
）

佐
々
木　

義
則
（
公
益
財
団
法
人　

ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
調
査
事
務
所　

課
長
補
佐
）

塚
本　

師
也　

 

（
公
益
財
団
法
人　

と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団　

副
主
幹
）

橋
本　

勝
雄　

 

（
公
益
財
団
法
人　

千
葉
県
教
育
振
興
財
団　

上
席
文
化
財
主
事
）

萩
野
谷　

悟　

 

（
常
陸
大
宮
市
教
育
委
員
会　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

嘱
託
職
員
）

〈
協
力
員
〉

飯
島　

一
生　

 

（
水
戸
市
立
稲
荷
第
一
小
学
校　

教
頭
）

稲
田　

健
一　

 

（
公
益
財
団
法
人　

ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
調
査
事
務
所　

係
長
）

江
原　

美
奈
子
（
公
益
財
団
法
人　

茨
城
県
教
育
財
団　

次
席
調
査
員
）

小
澤　

重
雄　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

学
芸
課
長
）

中
村　

信
博　

 

（
茂
木
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課　

埋
蔵
文
化
財
調
査
員
）

古
代
・
中
世
史
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
五
名
、
協
力
員
二
名
）

〈
部
会
長
〉

高
橋　

修　
　

 

（
茨
城
大
学　

人
文
社
会
科
学
部　

教
授
）

〈
専
門
調
査
員
〉

佐
々
木　

倫
朗
（
大
正
大
学　

文
学
部　

教
授
）

長
谷
部　

将
司
（
茨
城
高
等
学
校
・
茨
城
中
学
校　

教
諭
）

森
木　

悠
介　

 

（
東
海
村
立
図
書
館　

嘱
託
司
書
）

山
縣　

創
明　

 

（
茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校　

教
諭
）

山
川　

千
博　

 

（
大
田
原
市
教
育
委
員
会　

文
化
振
興
課　

主
任
学
芸
員
）

〈
協
力
員
〉

比
毛　

君
男　

 

（
土
浦
市
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場　

主
査
）

前
川　

辰
徳　

 

（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
補
助
金
研
究
員
）

近
世
史
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
四
名
、
協
力
員
五
名
）

〈
部
会
長
〉

添
田　

仁　
　

 

（
茨
城
大
学　

人
文
社
会
科
学
部　

准
教
授
）

〈
専
門
調
査
員
〉

坂
本　

達
彦　

 

（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学　

日
本
文
化
学
科　

准
教
授
）

千
葉　

真
由
美
（
茨
城
大
学　

教
育
学
部　

准
教
授
）

永
井　

博　
　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部
長
）

平
野　

哲
也　

 

（
常
磐
大
学　

人
間
科
学
部　

准
教
授
）

〈
協
力
員
〉

天
野　

真
志 

　

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

研
究
部　

特
任
准
教
授
）

大
内　

正
臣 

　

（
茨
城
県
立
真
壁
高
等
学
校　

教
諭
）

川
上　

真
理　

 

（
法
政
大
学　

非
常
勤
講
師
）

笹
目　

礼
子　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

歴
史
資
料
課
長
）

武
子　

裕
美　

 

（
国
文
学
研
究
資
料
館　

事
務
補
佐
員
）

近
現
代
史
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
四
名
、
協
力
員
二
名
）

〈
部
会
長
〉
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佐
々
木　

啓　

 

（
茨
城
大
学　

人
文
社
会
科
学
部　

准
教
授
）

〈
専
門
調
査
員
〉

石
井　

裕　

 
　

(

茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

歴
史
資
料
課　

主
任
研
究
員
）

佐
藤　

美
弥　

 
（
埼
玉
県
立
文
書
館　

学
芸
員
）

嶌
田　

修　

 

　

（
早
稲
田
大
学　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

助
手
）

清
水　

ゆ
か
り
（
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
研
究
所　

作
物
研
究
室　

研
究
嘱
託
員
）

〈
協
力
員
〉

飯
塚　

彬　

 

　

（
法
政
大
学
大
学
院　

人
文
科
学
研
究
科　

博
士
課
程
）

棚
井　

仁　

 

　

（
東
京
大
学
大
学
院　

経
済
学
研
究
科　

博
士
課
程
）

民
俗
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
四
名
）

〈
部
会
長
〉

大
津　

忠
男　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

学
芸
課　

首
席
研
究
員
）

〈
専
門
調
査
員
〉

田
中　

伸
吾　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

学
芸
課　

学
芸
員
）

萩
谷　

良
太　

 

（
土
浦
市
教
育
委
員
会　

文
化
課　

学
芸
員
）

林　

圭
史　
　

 

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部　

学
芸
課　

副
主
任
学
芸
員
）

渡
瀬　

綾
乃　

 

（
常
陸
大
宮
市
教
育
委
員
会　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

嘱
託
職
員
）

自
然
部
会
（
部
会
長
一
名
、
専
門
調
査
員
六
名
、
協
力
員
四
名
）

〈
部
会
長
〉

桐
原　

幸
一　

 

（
茨
城
生
物
の
会
、
常
陸
大
宮
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

〈
専
門
調
査
員
／
生
物
分
野
〉

稲
葉　

修　
　

 

（
南
相
馬
市
博
物
館　

学
芸
員
）

佐
々
木　

泰
弘 

（
茨
城
県
立
太
田
第
一
高
等
学
校　

教
諭
）

仲
田　

立　

 

　

（
茨
城
生
物
の
会
、
元
水
戸
市
立
博
物
館
長
）

藤
田　

弘
道　

 

（
茨
城
生
物
の
会
、
元
教
員
）

〈
専
門
調
査
員
／
地
質
分
野
〉

菊
池　

芳
文　

 

（
理
学
博
士
）

八
田　

珠
郎　

 

（
千
葉
科
学
大
学　

危
機
管
理
学
部　

教
授
）

〈
協
力
員
／
生
物
分
野
〉

有
賀　

俊
司　

 

（
茨
城
県
立
高
萩
高
校　

教
諭
）

中
﨑　

保
洋　

 

（
茨
城
生
物
の
会
）

渡
邊　

健　
　

 

（
茨
城
県
農
業
試
験
所
長
）

〈
協
力
員
／
地
質
分
野
〉

菊
池　

美
波　

 

（
千
葉
科
学
大
学　

危
機
管
理
学
部　

研
究
補
助
職
員
）

②
専
門
部
会
活
動
記
録

考
古
部
会

○
第
一
回
考
古
部
会
（
平
成
二
八
年
一
一
月
一
二
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

二
〇
一
会
議
室

〈
議
事
内
容
〉

　

①
調
査
協
力
員
に
つ
い
て

　

・
写
真
撮
影
を
担
当
す
る
方
を
協
力
員
と
し
て
委
嘱
す
る
方
向
で
検
討
。

　

②
平
成
二
八
年
度
、
二
九
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

　

③
資
料
編
の
体
裁
と
入
稿
に
つ
い
て

　

・
刊
行
す
る
資
料
編
の
体
裁
（
判
型
、
段
組
、
紙
質
、
印
刷
等
）
に
つ
い
て
検
討
。

○
第
二
回
考
古
部
会
（
平
成
二
九
年
七
月
一
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

三
〇
二
会
議
室

〈
議
事
内
容
〉

　

①
市
域
に
お
け
る
遺
跡
の
概
要
、
資
料
化
の
現
状
と
課
題
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・
旧
石
器
／
縄
文
／
弥
生
／
古
墳
／
奈
良
・
平
安
の
分
野
ご
と
に
、
刊
行
ま
で
の

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
報
告
。

　

②
協
力
員
に
つ
い
て

　

・
縄
文
、
古
墳
の
分
野
を
専
門
と
す
る
協
力
員
を
委
嘱
す
る
方
向
で
検
討
。

　

③
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

古
代
・
中
世
史
部
会

○
第
一
回
古
代
・
中
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
二
月
一
二
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
図
書
館　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
資
料
編
の
編
さ
ん
方
針
に
つ
い
て

　

・
各
調
査
員
の
担
当
範
囲
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
共
有
を
実
施
。

　

・
資
料
編
の
編
さ
ん
方
針
（
史
料
収
集
、
図
版
及
び
解
説
の
掲
載
）
に
つ
い
て
議

　
　

論
。

○
第
二
回
古
代
・
中
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
一
一
月
一
九
日
）
※
前
半

　

会
場
：
茨
城
大
学
図
書
館

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
資
料
目
録
の
仮
提
出

　

②
採
録
方
針
の
再
検
討

　

・
各
調
査
員
の
担
当
範
囲
ご
と
に
、
常
陸
大
宮
市
あ
る
い
は
佐
竹
氏
に
関
わ
る
史

　
　

料
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ
の
掲
載
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
・
議
論
を
実
施
。

○
第
二
回
古
代
・
中
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
一
二
月
一
六
日
）
※
後
半

　

会
場
：
茨
城
大
学
図
書
館

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
資
料
目
録
の
仮
提
出

　

②
採
録
方
針
の
再
検
討

　

・
各
調
査
員
の
担
当
範
囲
ご
と
に
、
常
陸
大
宮
市
あ
る
い
は
佐
竹
氏
に
関
わ
る
史

　
　

料
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ
の
掲
載
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
・
議
論
を
実
施
。

近
世
史
部
会

○
第
一
回
近
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
二
月
六
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

二
一
四
号
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
全
体
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
と
担
当
分
野
に
つ
い
て

　

・
各
調
査
員
の
担
当
分
野
を
決
定
。
（
領
主
の
支
配
と
政
治
の
し
く
み
／
村
や
町

　
　

の
し
く
み
と
民
衆
の
動
き
／
生
産
と
流
通
と
消
費
／
自
然
環
境
と
資
源
／
人
び

　
　

と
の
く
ら
し
と
文
化
）

　

・
資
料
編
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　

②
資
料
調
査
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

・
市
内
の
未
整
理
・
未
把
握
資
料
の
調
査
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

○
第
二
回
近
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
五
月
二
一
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

二
〇
五
号
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
全
体
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
と
担
当
分
野
に
つ
い
て

　

・
資
料
編
の
体
裁
（
判
型
、
段
組
ほ
か
）
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　

・
前
回
部
会
で
決
め
た
担
当
分
野
ご
と
に
、
特
筆
す
べ
き
点
を
報
告
。

　

②
近
世
史
部
会
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

　

・
旧
自
治
体
史
の
研
究

　

・
調
査
合
宿
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

・
資
料
調
査
の
進
め
方

　

・
平
成
二
九
年
度
の
近
世
史
部
会
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○
第
三
回
近
世
史
部
会
（
平
成
二
九
年
一
二
月
一
五
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

二
〇
八
号
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
年
表
の
確
認
・
共
有

　

・
旧
町
村
史
等
を
基
に
、
担
当
分
野
に
沿
っ
た
近
世
史
年
表
を
作
成
し
、
報
告
及

　
　

び
議
論
を
実
施
。

　

②
今
後
の
調
査
・
研
究
方
針
の
検
討

　

・
平
成
三
〇
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
。

近
現
代
史
部
会

○
第
一
回
近
現
代
史
部
会
（
平
成
二
八
年
一
二
月
一
〇
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

講
座
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
全
体
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
と
担
当
分
野
に
つ
い
て

　

・
各
調
査
員
の
担
当
分
野
を
決
定
し
、
（
政
治
史
関
係
／
経
済
史
関
係
／
文
化
史

　
　

関
係
／
教
育
史
関
係
／
軍
事
史
関
係
）
資
料
編
の
編
さ
ん
方
針
に
つ
い
て
議
論

　
　

を
実
施
。

　

②
資
料
調
査
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

・
産
業
組
合
、
農
協
・
銀
行
関
係
資
料
、
在
郷
軍
人
会
・
遺
族
会
・
傷
痍
軍
人
関

　
　

係
資
料
、
教
育
関
係
資
料
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
所
在
調
査
を
実
施
す
る
方
針
で

　
　

検
討
。

○
第
二
回
近
現
代
史
部
会
（
平
成
二
九
年
三
月
二
六
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

三
一
八
室
（
佐
々
木
研
究
室
）

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
作
成
年
表
の
報
告
及
び
議
論

　

・
第
一
回
近
現
代
史
部
会
で
決
ま
っ
た
担
当
分
野
ご
と
に
、
旧
町
村
史
を
基
に
年

　
　

表
を
作
成
し
、
報
告
及
び
議
論
を
実
施
。

○
第
三
回
近
現
代
史
部
会
（
平
成
二
九
年
六
月
三
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

三
一
八
室
（
佐
々
木
研
究
室
）

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
作
成
年
表
の
報
告
及
び
議
論

　

・
第
二
回
近
現
代
史
部
会
の
議
題
を
継
続
し
て
実
施
。

○
第
四
回
近
現
代
史
部
会
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
八
日
）

　

会
場
：
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
Ａ
棟　

三
一
八
室
（
佐
々
木
研
究
室
）

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
構
成
案
の
検
討
に
つ
い
て

　

・
近
現
代
史
編
の
目
次
、
構
成
案
に
つ
い
て
各
部
会
員
が
発
表
を
行
い
、
そ
の
後

　
　

で
議
論
を
実
施
。

民
俗
部
会

○
第
一
回
民
俗
部
会
（
平
成
二
九
年
三
月
二
七
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
基
本
方
針
及
び
内
容
に
つ
い
て

　

・
民
俗
編
の
方
針
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
。

　

②
活
動
計
画
（
平
成
二
九
年
度
）

　

・
統
計
資
料
や
国
勢
調
査
等
か
ら
特
筆
す
べ
き
産
業
等
を
抽
出
し
、
調
査
地
を
選

　
　

定
す
る
こ
と
を
検
討
。

　

・
祭
礼
行
事
の
調
査
計
画
に
つ
い
て
議
論
。
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○
第
二
回
民
俗
部
会
（
平
成
二
九
年
五
月
一
四
日
）

　

会
場
：
茨
城
県
立
歴
史
館　

講
座
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
平
成
二
九
年
度
第
一
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
報
告

　

・
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
の
刊
行
予
定
を
事
務
局
か
ら
説
明
し
、
執
筆
者
を
打

　
　

診
。

　

②
年
中
行
事
調
査
に
つ
い
て

　

・
部
会
長
よ
り
、
既
存
の
祭
礼
・
行
事
調
査
等
で
指
標
と
な
る
行
事
や
、
数
年
に

　
　

一
度
の
祭
礼
、
現
状
の
把
握
が
必
要
な
も
の
を
優
先
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
提

　
　

案
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
議
論
を
実
施
。

　

③
現
地
調
査
に
つ
い
て

　

・
調
査
地
や
話
者
、
統
計
資
料
（
農
林
業
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
等
）
に
関
す
る
議
論

　
　

を
実
施
。

○
第
三
回
民
俗
部
会
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
九
日
）

　

議
事
内
容

　

①
報
告

　

②
調
査
進
捗
状
況
報
告

　

・
今
年
度
の
調
査
予
定
に
関
す
る
確
認
と
、
次
年
度
の
調
査
希
望
行
事
、
報
告
書

　
　

執
筆
に
つ
い
て
検
討
。

　

③
平
成
三
〇
年
度
民
俗
調
査
計
画
案
及
び
予
算
検
討

　

・
国
勢
調
査
を
も
と
に
し
た
人
口
、
世
帯
、
産
業
の
統
計
表
に
つ
い
て
報
告
、
議

　
　

論
を
実
施
。

自
然
部
会
［
生
物
分
野
］

○
第
一
回
自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
（
平
成
二
八
年
一
二
月
四
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
役
所
本
庁　

二
〇
四
会
議
室

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
活
動
計
画
打
ち
合
わ
せ

　

・
合
同
調
査
の
日
程
及
び
場
所
に
つ
い
て
検
討
。

　

・
調
査
に
伴
う
許
可
申
請
に
つ
い
て
報
告
。

　

・
自
然
編
の
体
裁
等
に
つ
い
て
議
論
を
実
施
。

○
第
二
回
自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
（
平
成
二
九
年
四
月
二
九
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
内

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
資
料
編
に
関
す
る
協
議

　

・
自
然
編
の
体
裁
（
判
型
、
内
容
、
ペ
ー
ジ
数
、
文
体
等
）
に
関
す
る
打
ち
合
わ

　
　

せ
を
実
施
。

○
第
三
回
自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
（
平
成
二
九
年
五
月
二
一
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
内

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

・
平
成
二
九
年
度
予
算
案
（
平
成
二
九
年
度
第
一
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
て
報

　
　

告
）
を
も
と
に
、
担
当
分
野
ご
と
の
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
。

　

②
資
料
編
に
関
す
る
協
議

　

・
第
二
回
自
然
部
会
か
ら
の
継
続
審
議
（
体
裁
、
文
体
等
）

○
第
四
回
自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
（
平
成
二
九
年
七
月
九
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
内

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
調
査
用
品
の
配
布

　

・
各
調
査
員
に
調
査
用
品
（
管
ビ
ン
、
捕
虫
網
、
三
角
紙
等
）
を
配
布
。

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）



－ 89 －

　

②
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
執
筆
に
つ
い
て

　

・
後
日
事
務
局
と
協
議
。
（
第
五
回
自
然
部
会
）

○
第
五
回
自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
（
平
成
二
九
年
八
月
二
四
日
）

　

①
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
執
筆
に
つ
い
て
→
事
務
局
と
意
見
の
統
一
を
図
る
。

　

・
今
年
度
及
び
来
年
度
の
執
筆
者
を
打
診
。

　

②
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

・
野
鳥
観
察
会
（
一
一
月
二
六
日
実
施
）
に
関
す
る
協
議
。

自
然
部
会
［
地
質
分
野
］

○
第
一
回
自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
（
平
成
二
八
年
一
二
月
一
九
日
）

　

会
場
：
千
葉
科
学
大
学

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
調
査
方
針
等
の
協
議
（
地
形
・
地
質
・
岩
石
・
鉱
物
）

○
第
二
回
自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
（
平
成
二
九
年
一
月
二
〇
日
）

　

会
場
：
千
葉
科
学
大
学

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
分
析
方
法
の
検
討
（
岩
石
・
鉱
物
誌
料
の
予
備
分
析
）

　

②
調
査
方
針
及
び
日
程
等
の
協
議

　

③
試
験
的
解
析
実
験

○
第
三
回
自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
（
平
成
二
九
年
三
月
六
日
）

　

会
場
：
千
葉
科
学
大
学

〈
議
事
内
容
〉

　

①
調
査
の
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
の
検
証

　

②
採
集
試
料
の
分
析

○
第
四
回
自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
（
平
成
二
九
年
一
一
月
三
〇
日
）

　

会
場
：
千
葉
科
学
大
学

 

〈
議
事
内
容
〉

　

①
今
後
の
調
査
方
針
に
関
す
る
協
議

　

②
分
析
試
料
及
び
分
析
結
果
の
活
用
に
関
す
る
協
議

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局
関
連
行
事

 

〈
平
成
二
八
年
度
〉

○
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
全
体
会
（
平
成
二
九
年
三
月
一
一
日
）

　

会
場
：
常
陸
大
宮
市
内
（
辰
ノ
口
地
区
、
諸
沢
地
区
、
高
部
地
区
、
鷲
子
地
区
、

　
　
　
　

小
舟
地
区
、
長
倉
地
区
、
北
塩
子
地
区
、
小
場
地
区
ほ
か
）

 

〈
事
業
内
容
〉

・
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
の
本
格
的
な
調
査
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
各
専
門
部
会

　

員
を
対
象
に
、
地
理
や
景
観
等
の
把
握
、
各
部
会
間
の
連
携
と
親
睦
を
図
る
た

　

め
、
市
内
の
視
察
を
実
施
。

 

〈
参
加
人
数
〉

・
専
門
部
会
員
、
事
務
局
員
合
わ
せ
て
三
三
名

 

〈
平
成
二
九
年
度
〉

○
ふ
る
さ
と
再
発
見
☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

～
大
宮
の
城
址
巡
り
編
～
（
平
成
二
九
年

　

九
月
二
三
日
）

 
〈
事
業
内
容
〉

・
平
成
二
九
年
一
〇
月
に
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
泉
坂
下
遺
跡
や
、
大
宮
三
城
（
前

　

小
屋
城
跡
、
宇
留
野
城
跡
、
部
垂
城
跡
）
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
。

　

〈
参
加
人
数
〉

・
参
加
者
、
事
務
局
員
合
わ
せ
て
三
八
名

常陸大宮市史編さん事業　活動記録
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常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）

 
〈
講
師
（
市
史
編
さ
ん
関
連
）
〉

・
前
川　

辰
徳
氏
（
古
代
・
中
世
史
部
会
協
力
員
）
…
前
小
屋
城
跡
、
宇
留
野
城
跡
、

　

部
垂
城
跡
の
現
地
解
説
を
担
当
。

○
御
前
山　

野
鳥
観
察
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
平
成
二
九
年
一
一
月　

　

二
六
日
）

 

〈
事
業
内
容
〉

・
御
前
山
ダ
ム
周
辺
を
一
周
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
と
同
時　

　

に
、
ダ
ム
に
生
息
す
る
水
鳥
の
観
察
を
実
施
。

 

〈
参
加
人
数
〉

・
参
加
者
、
事
務
局
員
合
わ
せ
て
八
六
名

〈
講
師
（
市
史
編
さ
ん
関
連
）
〉

・
仲
田　

立
氏
（
自
然
部
会
専
門
調
査
員
）
…
御
前
山
ダ
ム
に
生
息
す
る
野
鳥
観
察

　

及
び
解
説
を
担
当
。

寄
贈
資
料
に
つ
い
て

　

○
渡
邉
明
氏
寄
贈
資
料
（
考
古
資
料
）

　

 

〈
寄
贈
点
数
〉
※
平
成
二
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

　

・
石
鏃
、
磨
製
石
斧
、
土
偶
、
縄
文
土
器
、
石
製
垂
飾
ほ
か
六
九
〇
〇
点

　
　
　

平
成
二
九
年
四
月
以
降
、
小
野
天
神
前
遺
跡
、
野
上
槻
遺
跡
、
中
崎
遺
跡
な

　
　

ど
、
市
内
に
所
在
す
る
遺
跡
で
採
集
し
た
考
古
資
料
六
九
〇
〇
点
が
常
陸
大
宮

　
　

市
史
編
さ
ん
事
務
局
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
号
収
録
の
「
渡
邉
明
氏

　
　

採
集
の
常
陸
大
宮
市
内
考
古
資
料
（
予
報
）
」
（
萩
野
谷
執
筆
）
に
て
、
寄
贈
資

　
　

料
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。　

　

○
地
殿
神
社
石
棒
（
東
野
地
区
）

　

 

〈
寄
贈
点
数
〉

　

・
石
棒
（
縄
文
時
代
）　

一
点

　
　
　

平
成
二
九
年
一
二
月
、
地
殿
神
社
境
内
に
所
在
す
る
石
棒
一
点
が
倒
れ
た
ま

　
　

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
の
通
報
を
受
け
、
東
野
地
区
長
、
地
殿
神
社
氏
子
総
代

　
　

代
表
、
地
殿
神
社
宮
司
の
三
名
と
共
に
現
地
を
確
認
。
そ
の
後
、
盗
難
の
お
そ

　
　

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
史
編
さ
ん
事
務
局
へ
寄
贈
と
な
っ
た
。
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考
古
部
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

5
・
16　

首
藤
保
之
助
資
料
調
査
（
須
賀
川
市
立
博
物
館
）

5
・
19　

坪
井
上
遺
跡
資
料
調
査

　
　
　
　

（
旧
大
場
小
学
校
、
旧
伊
勢
畑
小
学
校
）

6
・
1　

坪
井
上
遺
跡
資
料
調
査
（
旧
大
場
小
学
校
）

6
・
6 

 

拓
本
採
取
、
実
測
図
作
成
指
導
（
旧
大
場
小
学
校
）

6
・
6　

小
野
天
神
前
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
）

6
・
23　

坪
井
上
遺
跡
出
土
資
料
調
査
（
旧
大
場
小
学
校
）

7
・
5　

渡
邉
明
氏
寄
贈
資
料
調
査

7
・
6　

小
野
天
神
前
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
）

7
・
12　

野
上
槻
遺
跡
採
集
資
料
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）
調
査

7
・
15　

野
口
平
盆
能
遺
跡
採
集
資
料
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）
調
査

7
・
16　

中
崎
遺
跡
、
山
方
遺
跡
及
び
古
宿
遺
跡
採
集
資
料
（
渡
邉
明

　
　
　
　

氏
寄
贈
）
調
査

8
・
2　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
3　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
4　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
5　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
6　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
12　

資
料
の
分
類
、
選
別
及
び
抽
出
作
業

8
・
13 

 

小
祝
地
区
採
集
資
料
（
尖
頭
器
）
調
査

8
・
14　

古
宿
遺
跡
採
集
資
料
（
打
製
石
斧
）
調
査

8
・
23　

野
上
槻
遺
跡
採
集
資
料
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
資
料
）
調
査

8
・
28　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

8
・
29　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

9
・
2　

小
祝
地
区
出
土
資
料
調
査
（
野
上
公
雄
氏
採
集
）

9
・
3　

小
祝
地
区
出
土
資
料
調
査
（
野
上
公
雄
氏
採
集
）

9
・
5　

中
台
遺
跡
資
料
調
査
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
資
料
）

9
・
11　

中
台
遺
跡
資
料
調
査

9
・
13　

鷹
巣
河
合
台
遺
跡
出
土
資
料
調
査
（
中
橋
長
太
郎
氏
採
集
）

9
・
15　

文
献
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

9
・
16　

小
祝
地
区
出
土
資
料
調
査

9
・
20　

中
台
遺
跡
資
料
調
査

　
　
　
　

鷹
巣
河
合
台
遺
跡
資
料
調
査

9
・
26　

中
台
遺
跡
出
土
土
器
（
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
）
撮
影

10
・
7　

渡
邉
明
氏
採
集
資
料
の
分
類
・
選
別
、
実
測
資
料
抽
出

10
・
10　

中
台
遺
跡
資
料
調
査

10
・
14　

三
美
中
道
遺
跡
採
集
資
料
調
査
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）

10
・
15　

三
美
中
道
遺
跡
採
集
資
料
調
査
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）

10
・
23　

野
上
公
雄
氏
・
中
橋
長
太
郎
氏
所
有
遺
物
、
泉
坂
下
遺
跡
出

　
　
　
　

土
遺
物
の
撮
影

10
・
30　

中
台
遺
跡
資
料
調
査

11
・
3　

野
上
槻
遺
跡
採
集
資
料
調
査
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）

11
・
4　

野
上
槻
遺
跡
採
集
資
料
調
査
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）

11
・
6　

中
台
遺
跡
出
土
資
料
調
査

11
・
8　

野
上
槻
遺
跡
採
集
資
料
調
査
（
渡
邉
明
氏
寄
贈
）

11
・
14　

中
台
遺
跡
資
料
調
査

11
・
17　

文
献
調
査
（
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

☆
古
代
・
中
世
史
部
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

7
・
1　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
3　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
4　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
8　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
10　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
11　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
16　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

7
・
17　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
1　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
2　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
7　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
8　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
14　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
15　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
16　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

8
・
21　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

9
・
18　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

9
・
24　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

10
・
9　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

10
・
27　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

11
・
11　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

11
・
12　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

11
・
22　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

11
・
25　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

11
・
26　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

12
・
8　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

12
・
11　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査 

12
・
12　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

12
・
22　

佐
竹
氏
関
連
史
料
調
査

12
・
29　

小
田
野
城
跡
縄
張
調
査
及
び
周
辺
文
化
財
の
所
在
調
査
（
小

　
　
　
　

田
野
地
区
）

12
・
31　

小
田
野
城
跡
縄
張
調
査
（
小
田
野
地
区
）

近
世
史
部
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

10
・
13　

市
内
近
世
史
関
連
史
料
の
調
査
（
常
陸
大
宮
市
文
書
館
）

11
・
18　

文
献
調
査
（
生
産
・
流
通
・
産
業
な
ど
）

12
・
3　

文
献
調
査
（
文
化
・
民
俗
）

12
・
4　

文
献
調
査
（
文
化
・
民
俗
・
産
業
な
ど
）

専門部会　調査活動まとめ

専
門
部
会　

調
査
活
動
ま
と
め
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12
・
10　

文
献
調
査
（
文
化
・
民
俗
）

12
・
11　

現
地
調
査
（
小
瀬
一
揆
関
連
、
常
陸
大
宮
市
内
）

近
現
代
史
部
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

5
・
24　

小
瀬
一
揆
に
関
す
る
調
査
（
常
陸
大
宮
市
文
書
館
ほ
か
）

12
・
11　

現
地
調
査
（
小
瀬
一
揆
関
連
、
常
陸
大
宮
市
内
）

民
俗
部
会

〈
平
成
二
九
年
度
〉

7
・
3　

民
俗
調
査
（
諸
沢
地
区
、
北
富
田
地
区
、
久
隆
地
区
）

7
・
29　

素
鵞
神
社
祇
園
祭
調
査
（
素
鵞
神
社
―
大
宮
市
街
地
）

8
・
8　

民
俗
調
査
（
山
方
地
域
）

8
・
16　

六
字
様
調
査
（
高
部
地
区
三
ツ
木
集
落
）

8
・
20　

六
字
様
調
査
（
小
舟
地
区
前
屋
、
大
貝
集
落
、
大
岩
地
区
、

　
　
　
　

上
小
瀬
地
区
、
高
部
地
区
大
貝
集
落
）

10
・
1　

山
の
神
行
事
調
査
（
鷲
子
地
区
中
嶋
集
落
）

10
・
17　

民
俗
調
査
（
諸
沢
地
区
）

11
・
4　

妙
蓮
寺
の
お
会
式
調
査
（
檜
山
地
区
、
妙
蓮
寺
）

11
・
5　

妙
蓮
寺
の
お
会
式
調
査
（
檜
山
地
区
、
妙
蓮
寺
）

11
・
10　

民
俗
調
査
（
諸
沢
地
区
、
西
金
砂
神
社
）

11
・
12　

家
屋
調
査
、
山
車
調
査
（
高
部
地
区
）

11
・
18　

夜
祭
調
査
（
鷲
子
山
上
神
社
）

12
・
７　

西
金
砂
神
社
オ
シ
メ
オ
ロ
シ
祭
調
査
（
西
金
砂
神
社
）

12
・
12　

西
金
砂
神
社
秋
季
例
大
祭
調
査
（
西
金
砂
神
社
）

12
・
13　

西
金
砂
神
社
十
二
合
祭
調
査
（
西
金
砂
神
社
）

自
然
部
会
［
生
物
分
野
］

〈
平
成
二
八
年
度
〉

11
・
23　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

12
・
7　

鳥
類
調
査
（
久
隆
地
区
ほ
か
）

12
・
17　

鳥
類
調
査
（
上
伊
勢
畑
地
区
）

12
・
23　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
、
上
村
田
地
区
ほ
か
）

1
・
13　

鳥
類
調
査
（
久
隆
地
区
、
盛
金
地
区
ほ
か
）

1
・
18　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

2
・
20　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

2
・
27　

魚
類
調
査
（
上
大
賀
地
区
、
小
祝
地
区
）

2
・
28　

水
生
生
物
調
査
（
諸
沢
地
区
、
北
富
田
地
区
）

3
・
3　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

3
・
25　

植
物
調
査
（
鷲
子
地
区
、
小
田
野
地
区
、
高
部
地
区
）

3
・
26　

水
生
生
物
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
小
祝
地
区
）

3
・
27　

魚
類
調
査
に
関
す
る
情
報
収
集
ほ
か
（
久
慈
川
漁
業
協
同
組

　
　
　
　

合
、
那
珂
川
漁
業
協
同
組
合
）

〈
平
成
二
九
年
度
〉

4
・
１　

両
生
類
調
査
（
照
田
地
区
）

4
・
2　

両
生
類
調
査
（
照
田
地
区
）

4
・
3　

植
物
調
査
（
山
方
地
域
）

4
・
8　

魚
類
・
両
生
類
調
査
（
上
大
賀
地
区
、
野
上
地
区
）

4
・
9　

魚
類
・
両
生
類
・
爬
虫
類
調
査
（
野
上
地
区
、
氷
之
沢
地
区
、

　
　
　
　

高
部
地
区
）

4
・
10 

 

魚
類
・
両
生
類
調
査
（
諸
沢
地
区
、
野
田
地
区
、
秋
田
地
区
）

4
・
12　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

4
・
14　

植
物
調
査
（
緒
川
地
域
、
美
和
地
域
）

　
　
　
　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
）

4
・
19　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

4
・
21　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

4
・
22　

植
物
調
査
（
緒
川
地
域
）

4
・
25　

鳥
類
調
査
（
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

4
・
29　

哺
乳
類
・
両
生
類
調
査
（
大
岩
地
区
、
鷲
子
地
区
ほ
か
）

　
　
　
　

植
物
調
査
（
御
前
山
地
域
）

4
・
30　

魚
類
・
両
生
類
調
査
（
下
伊
勢
畑
地
区
、
三
美
地
区
）

5
・
3　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

5
・
5　

植
物
調
査
（
下
伊
勢
畑
地
区
、
野
田
地
区
、
上
小
瀬
地
区
）

5
・
6　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
宇
留
野
地
区
ほ
か
）

　
　
　
　

哺
乳
類
・
両
生
類
調
査
（
小
舟
地
区
）

5
・
11　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

5
・
12　

植
物
調
査
（
氷
之
沢
地
区
、
下
檜
沢
地
区
）　
　

5
・
19　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

5
・
27　

植
物
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
照
山
地
区
）

5
・
28　

植
物
調
査
（
鷲
子
地
区
、
上
小
瀬
地
区
）

5
・
30　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

6
・
3　

植
物
調
査
（
上
伊
勢
畑
地
区
、
下
伊
勢
畑
地
区
、
金
井
地

　
　
　
　

区
、
長
倉
地
区
）

6
・
14　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
）

6
・
15　

植
物
調
査
（
檜
山
地
区
、
千
田
地
区
）

6
・
19　

植
物
調
査
（
高
部
地
区
）

6
・
23　

鳥
類
調
査
（
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

6
・
24　

植
物
調
査
（
鷲
子
地
区
）

　
　
　
　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

7
・
3　

植
物
調
査
（
山
方
地
区
、
舟
生
地
区
）

7
・
8　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

7
・
9　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
）

7
・
11　

植
物
調
査
（
上
小
瀬
地
区
、
小
瀬
沢
地
区
）

7
・
12　

植
物
調
査
（
小
倉
地
区
）

7
・
17　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

7
・
19　

植
物
調
査
（
高
部
地
区
、
下
檜
沢
地
区
）

7
・
21　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
）

7
・
24　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
、
宇
留
野
地
区
）

7
・
26　

植
物
調
査
（
長
倉
地
区
、
中
居
地
区
、
国
長
地
区
）

7
・
29　

爬
虫
類
・
両
生
類
調
査
（
照
田
地
区
）

8
・
1　

植
物
調
査
（
根
本
地
区
、
宇
留
野
地
区
、
小
倉
地
区
ほ
か
）

8
・
4　

植
物
調
査
（
小
場
地
区
・
鷹
巣
地
区
・
小
祝
地
区
）

8
・
8　

植
物
調
査
（
小
田
野
地
区
、
小
舟
地
区
）
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8
・
9　

植
物
調
査
（
大
岩
地
区
）

8
・
10　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

8
・
17　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
根
本
地
区
ほ
か
）

8
・
19　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

8
・
21　

水
生
生
物
調
査
（
上
大
賀
地
区
、
小
祝
地
区
）

8
・
22　

植
物
調
査
（
盛
金
地
区
、
北
富
田
地
区
、
諸
沢
地
区
）

8
・
24　

植
物
調
査
（
下
伊
勢
畑
地
区
）

8
・
26　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

8
・
29　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

8
・
30　

植
物
調
査
（
東
野
地
区
、
門
井
地
区
）

9
・
5　

鳥
類
調
査
（
常
陸
大
宮
市
内
）

9
・
8　

植
物
調
査
（
宇
留
野
地
区
、
久
隆
地
区
）

9
・
9　

爬
虫
類
・
両
生
類
調
査
（
鷲
子
地
区
、
小
舟
地
区
）

　
　
　
　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
根
本
地
区
）

9
・
10　

植
物
調
査
（
鷲
子
地
区
）

9
・
14　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

9
・
19　

植
物
調
査
（
鷲
子
地
区
。
小
田
野
地
区
）

9
・
21　

植
物
調
査
（
野
田
地
区
）

　
　
　
　

植
物
調
査
（
上
伊
勢
畑
地
区
、
野
田
地
区
）

9
・
25　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
）

9
・
28　

鳥
類
に
関
す
る
調
査
（
上
村
田
地
区
）

9
・
29　

植
物
調
査
（
小
瀬
沢
地
区
、
小
舟
地
区
、
上
小
瀬
地
区
）

10
・
2　

植
物
調
査
（
油
河
内
地
区
、
千
田
地
区
、
中
居
地
区
）

10
・
4　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

10
・
5　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
根
本
地
区
）

10
・
6　

植
物
調
査
（
下
伊
勢
畑
地
区
）

10
・
8　

植
物
調
査
（
小
場
地
区
、
三
美
地
区
、
野
口
地
区
）

10
・
11　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

10
・
16　

植
物
調
査
（
上
小
瀬
地
区
、
北
塩
子
地
区
、
長
田
地
区
）

10
・
18　

植
物
調
査
（
長
倉
地
区
）

10
・
23　

植
物
調
査
（
照
山
地
区
、
西
野
内
地
区
）

10
・
25　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
）

10
・
27　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

10
・
28　

両
生
類
調
査
（
小
倉
地
区
、
辰
ノ
口
地
区
、
照
山
地
区
）

10
・
29　

魚
類
調
査
（
上
大
賀
地
区
）

10
・
31　

植
物
調
査
（
下
檜
沢
地
区
、
盛
金
地
区
）　

11
・
7　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
、
根
本
地
区
ほ
か
）

11
・
10　

植
物
調
査
（
野
田
地
区
、
秋
田
地
区
）

11
・
13　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

11
・
16　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

11
・
17　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

11
・
26　

魚
類
・
両
生
類
調
査
（
小
田
野
地
区
、
鷲
子
地
区
）

12
・
7　

鳥
類
調
査
（
照
山
地
区
）

12
・
12　

鳥
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
根
本
地
区
）

12
・
15　

植
物
調
査
（
長
沢
地
区
、
照
田
地
区
、
野
上
地
区
ほ
か
）

12
・
19　

鳥
類
調
査
（
諸
沢
地
区
）

12
・
21　

鳥
類
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
、
家
和
楽
地
区
ほ
か
）

12
・
26　

植
物
調
査
（
富
岡
地
区
、
小
倉
地
区
、
塩
原
地
区
、
辰
ノ
口

　
　
　
　

地
区
、
鷹
巣
地
区
、
泉
地
区
ほ
か
）

12
・
28　

鳥
類
調
査
（
上
村
田
地
区
）

12
・
30　

魚
類
調
査
（
辰
ノ
口
地
区
、
岩
崎
地
区
、
小
貫
地
区
）

12
・
31　

魚
類
調
査
（
氷
之
沢
地
区
、
小
田
野
地
区
、
鷲
子
地
区
、
松

　
　
　
　

之
草
地
区
）

自
然
部
会
［
地
質
分
野
］

〈
平
成
二
八
年
度
〉

1
・
21　

地
質
調
査
（
諸
沢
地
区
）

1
・
26　

地
質
調
査
（
美
和
地
域
）

2
・
19　

地
質
調
査
（
盛
金
地
区
、
久
隆
地
区
）

2
・
20　

地
質
調
査
（
諸
沢
地
区
）

2
・
25　

地
質
調
査
（
諸
沢
地
区
）

〈
平
成
二
九
年
度
〉

5
・
4　

地
質
調
査
（
美
和
地
域
）

5
・
5　

地
質
調
査
（
美
和
地
域
）

5
・
25　

地
質
調
査
（
盛
金
地
区
）

6
・
13　

地
質
調
査
（
盛
金
地
区
、
家
和
楽
地
区
）

6
・
19　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

6
・
22　

地
質
調
査
（
家
和
楽
地
区
、
諸
沢
地
区
）

7
・
7　

地
質
調
査
（
家
和
楽
地
区
）

7
・
17　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

7
・
24　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

7
・
25　

地
質
調
査
（
盛
金
地
区
）

7
・
31　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

9
・
5　

地
質
調
査
（
御
前
山
地
域
、
緒
川
地
域
）

9
・
11　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

9
・
25　

地
質
調
査
（
上
伊
勢
畑
地
区
）

10
・
20　

地
質
調
査
（
諸
沢
地
区
）

11
・
2　

地
質
調
査
（
諸
沢
地
区
）

12
・
3　

地
質
調
査
（
下
伊
勢
畑
地
区
、
長
倉
地
区
、
千
田
地
区
、
入

　
　
　
　

本
郷
地
区
、
油
河
内
地
区
）

12
・
13　

採
集
資
料
の
解
析
ほ
か
（
千
葉
科
学
大
学
）

12
・
14　

採
集
標
本
の
写
真
撮
影

12
・
17　

地
質
調
査
（
盛
金
地
区
、
家
和
楽
地
区
）

専門部会　調査活動まとめ
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『
広
報　

常
陸
大
宮
』
平
成
二
八
年
九
月
～
平
成
三
〇
年
二
月
掲
載

　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
本
格
始
動
に
と
も
な
い
、
『
広
報　

常
陸
大
宮
』

　
　

へ
の
「
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
の
連
載
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

―
市
史
編
さ
ん
、
は
じ
ま
り
ま
す
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局

　

平
成
二
八
年
八
月
八
日
、
市
役
所
で
第
一
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
三
次
市
長
か
ら
委
嘱
状
及
び
任
命
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

市
史
編
さ
ん
事
業
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

合
併
一
〇
周
年
を
契
機
に
動
き
出
し
た
こ
の
事
業
は
、
市
内
全
地
域
を
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
再
発
見
・
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
育
み
、
市
の
一
体
化
を
推
進
す
る
〝
新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
〟
の
基
礎

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
史
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
新
た

に
編
さ
ん
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
①

考
古
、
②
古
代
・
中
世
史
、
③
近
世
史
、
④

近
現
代
史
、
⑤
民
俗
、
⑥
自
然
の
六
部
会
で

構
成
さ
れ
、
茨
城
大
学
の
高
橋
修
教
授(

古

代
・
中
世
史)

を
委
員
長
と
す
る
専
門
委
員

六
人
が
各
部
会
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
部
会
を
中
心
に
調
査
が
進
め
ら

れ
ま
す
が
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
よ
り
よ
い
「
常
陸

大
宮
市
史
」
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
１
（
平
成
二
八
年
九
月
号
掲
載
）

―
自
治
体
史
編
さ
ん
の
意
味
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局

〈
新
し
い
「
市
史
」
を
つ
く
る
〉

　

「
市
史
」
「
町
史
」
「
村
史
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
自
治
体
史
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
土
地
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
か
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

常
陸
大
宮
市
で
は
、
か
つ
て
旧
町
村
ご
と
に
自
治
体
史
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

中
に
は
刊
行
か
ら
四
〇
年
近
く
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
最
新
の
調
査
成
果

が
反
映
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
編
さ
ん
さ
れ
る
「
常
陸
大
宮
市
史
」
で
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
資
史
料

や
研
究
の
成
果
を
盛
り
込
む
と
共
に
、
他
地
域
と
の
関
係
を
広
い
視
点
で
捉
え
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
市
史
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

〈
意
外
と
身
近
な
場
所
に
あ
る
「
文
化
」
〉

　

普
段
は
気
づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
常
陸
大
宮
市
に
は
、
貴
重
な
歴

史
資
料
や
史
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
や
伝
承

も
豊
富
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
中
に
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る

も
の
や
、
既
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
も
存
在
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
慣

れ
親
し
ん
だ
言
い
伝
え
や
行

事
、
あ
る
い
は
自
宅
に
眠
っ
た

18

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り　

Vol.
１
～
Vol.

▲委嘱状を渡す三次市長（右）と高橋委員長（左）

▲すまや屏風の裏に古文書が

　貼られていることもあります
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常陸大宮市史編さんだより

ま
ま
の
史
料
な
ど
、
意
外
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
そ
う
い
っ
た
文
化
は
存
在
し
ま
す
。

　

市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き
た
歴
史
や
伝
統
を
見

直
し
、
光
を
あ
て
る
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
祖
先
や
私
た
ち
の
誇
り
を
未
来
へ
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
常
陸
大
宮
市
の
礎
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
２
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
号
掲
載
）

―
今
後
の
展
開
に
向
け
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局

〈
第
二
回
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
〉

　

九
月
二
六
日
（
月
）
、
第
二
回
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
本
市
の
特
徴
や
、
特
筆
す
べ
き
歴
史
に
つ
い
て
六
つ
の
部

会
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
全
体
の
共
通
テ
ー
マ
を
検
討
す
べ
く
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
河
川
や
山
林
な
ど
を
利
用
し
た
文
化
・
産
業

や
、
周
辺
地
域
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
史
編
さ
ん
事
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
市
の
歴
史
を
題
材
に
し
た

講
演
会
や
動
植
物
の
観
察
会
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
ま
で
参
加
で
き
る
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
事
業
を
開
催
す
る
か
は
来
年
以
降
の
お
楽
し
み
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に

も
市
史
編
さ
ん
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
「
常

陸
大
宮
市
史
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

〈
今
後
の
お
知
ら
せ
〉

　

今
回
で
第
三
回
を
迎
え
た
「
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
で
す
が
、
次
回
か
ら
は
、

市
史
編
さ
ん
の
中
心
と
な
る
各
部
会
長
の
方
々
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
一
文
を

書
い
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
〝
常
陸
大
宮
市
〟
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
紹
介
し

て
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
前
回
お
話
し
ま
し
た
、
身
の
ま
わ
り
や
地
域
に
あ
る
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
言
い
伝
え

や
古
文
書
な
ど
、
心
当
り
が
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
３
（
平
成
二
八
年
一
一
月
号
掲
載
）

　
　
　
　
　

 

―
市
史
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
資
料
―

　
　
　
　
　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
長
・
古
代
・
中
世
史
部
会
長　
　

高
橋　

修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
）

〈
常
陸
大
宮
市
に
求
め
ら
れ
る
も
の
〉

　

常
陸
大
宮
市
史
の
編
さ
ん
が
始
ま
り
ま
し
た
。
審
議
会
に
お
い
て
有
識
者
や
市

民
な
ど
、
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
「
市
史
編
さ
ん
の
基
本
方
針
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
組
織
さ
れ
た
編
さ
ん
委
員
会
が
、
調
査
や
研
究
、
執

筆
に
あ
た
り
ま
す
。

　

第
一
回
の
編
さ
ん
委
員
会
で
、
私
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
・
東
海
・

関
東
な
ど
、
各
地
の
自
治
体
史
の
編
さ
ん
・
執
筆
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
を
活
か
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
誇
り
に
な
る
よ
う
な
充
実
し
た
「
常
陸
大

宮
市
史
」
を
ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
日
の
自
治
体
史
編
さ
ん
に
は
、
何
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

わ
か
り
や
す
さ
や
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
、
目
新
し
さ
も
必
要
で
し
ょ
う
。
斬

新
な
装
丁
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
が
一

番
重
視
し
た
い
の
は
、「
郷

き
ょ
う
い
く育

立り
っ
し市

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
常
陸
大
宮
市
の
、

将
来
に
わ
た
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
資
料
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
市
史
を
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
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〈
個
性
輝
く
客
観
的
な
歴
史
〉

　

編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
は
、
忠
実
に
基
づ
き
な
が
ら
常
陸
大
宮
市
の
個
性
を
輝
か

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
常
陸
大
宮
市
域
で
は
、
八
溝
山
系
の
麓
、
那
珂
川
と

久
慈
川
に
は
さ
ま
れ
た
特
徴
あ
る
自
然
環
境
の
も
と
で
、
個
性
豊
か
な
歴
史
と
文

化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
弥
生
時
代
の
人
面
付
土
器
は
、
こ
の
土
地
を
象
徴
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
造
形
で
す
。

　

囚と
ら

わ
れ
の
身
で
あ
り
な
が
ら
頼
朝
に

諫か
ん
げ
ん言

し
た
岩
瀬
与
一
太
郎
や
、
佐
竹
本
家
に

反
旗
を
翻
し
た
部
垂
一
族
の
よ
う
な
反
骨

の
中
世
武
士
の
故
郷
で
も
あ
り
ま
す
。
近
世

に
は
、
紙
生
産
が
地
域
に
富
を
も
た
ら
し
、

水
戸
藩
の
経
済
を
支
え
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
こ
の
誌
面
で
編
さ
ん
委
員
の

先
生
方
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
歴
史
を
、
学
術
的
・
客
観
的
に
叙
述
を
す
る
た
め
に
は
、
資
料
の
調

査
・
収
集
を
徹
底
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
関
心
を
も
た
れ
て

い
な
い
資
料
で
も
、
未
来
の
市
民
や
研
究
者
な
ら
、
そ
こ
か
ら
重
要
な
事
実
を
解

明
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
関
心
を
も
た
な
い
資
料
に
も
、
一
〇
〇
年
後

に
は
光
が
あ
て
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

今
回
の
編
さ
ん
事
業
で
は
、「
資
料
編
」
六
冊
の
他
に
報
告
書
等
も
刊
行
し
、
市

民
の
活
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
財
産
と
し
て
残
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
４
（
平
成
二
八
年
一
二
月
号
掲
載
）

―
昔
あ
っ
た
こ
と
・
今
で
き
る
こ
と
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

考
古
部
会
長　

鈴
木　

素
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
、
当
時
中
学
生
の
私
は
、
大
宮
町
下
村
田
で
古
墳
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
一
人
自
転
車
で
向
か
い
ま
し
た
。
掘
り
上
げ

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）

▲岩瀬与一太郎諫言図絵馬

　（市内岩崎　春日神社蔵）

▲近年の調査により中世の城跡の発見も相次いで

　います

▲一騎山古墳群　石室の写真

▲人面付土器「いずみ」発掘の様子
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ら
れ
た
古
墳
の
石
室
や
住
居
跡
を
見
て
回
り
、
父
親
か
ら
借
り
た
カ
メ
ラ
で
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
こ
の
大
宮
工
業
高
等
学
校
の
建
設
に
伴
う
一
騎
山
古
墳
群
の
発
掘
調

査
は
、
当
時
の
大
宮
町
と
し
て
も
現
在
の
常
陸
大
宮
市
に
と
っ
て
も
、
最
初
の
緊
急

発
掘
で
し
た
。
現
在
、
遺
跡
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
の
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
、
出
土
し
た
遺
物
が
残
さ
れ
た
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。
遺

跡
を
跡
形
も
な
く
破
壊
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
と
の
共
存
を
図
る
方
策
の
一
つ
が

記
録
な
の
で
し
ょ
う
。

　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
、
私
は
仲
間
と
泉
坂
下
遺
跡
の
学
術
発
掘
を
敢
行
し

ま
し
た
。
現
地
は
水
田
の
た
め
、
地
表
面
を
観
察
し
て
も
遺
跡
で
あ
る
と
は
な
か
な

か
気
づ
き
ま
せ
ん
。
地
権
者
で
あ
る
菊
池
榮
一
さ
ん
（
故
人
）
が
採
集
し
、
歴
史
民

俗
資
料
館
と
地
元
の
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
石
器
や
土
器
だ
け
が
手
掛
か
り
で

し
た
。
発
掘
の
初
日
に
人
面
付
土
器
が
出
土
し
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
発
掘
調
査
と
い
う
も
の
の
醍
醐
味
を
体
感
さ
せ
て
く
れ
る

日
々
で
し
た
。

　

土
中
か
ら
姿
を
現
し
た
人
面
付
土
器
は
、
菊
池
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
終
了
後
に
い
た
だ
い
た
礼
状
の
、
「
我
が
先
祖
の
掘
り
起
こ
さ
れ
た
大
昔
の
遺

物
の
様
な
気
が
し
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
た
一
文
が
印
象
的

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
血
縁
関
係
な
ど
は
立
証
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
じ
土
地
に
生
活
を

営
ん
だ
先
人
へ
の
気
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
。
保
管
さ
れ
て
い
た
菊
池
さ
ん
の
寄
贈
資

料
が
、
人
面
付
土
器
「
い
ず
み
」
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
す
。

　

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
、
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
中
に
考
古
部
会

が
組
織
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
微
力
な
の
で
、
考
古
部
会
に
は
、

各
時
代
の
専
門
家
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
過
去
の
発
掘
調
査
や
未
報
告
の
資

料
を
現
在
の
研
究
水
準
で
公
表
し
、
広
く
永
く
活
用
で
き
る
市
史
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
た
資
料
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
情
報
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
５
（
平
成
二
九
年
一
月
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　

―
自
然
と
人
間
が
織
り
な
す
歴
史
を
描
く
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
世
史
部
会
長　

添
田　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授
）

　

こ
の
た
び
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
添
田
で
す
。
主

に
江
戸
時
代
の
歴
史
を
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

八
溝
山
系
の
山
々
と
木
々
、
そ
し
て
那
珂
川
・
久
慈
川
が
た
た
え
る
水
の
流
れ
に

囲
ま
れ
た
常
陸
大
宮
市
。
豊
か
な
自
然
、
そ
れ
も
常
陸
大
宮
市
の
個
性
の
一
つ
で
す
。

こ
の
季
節
は
、
湯
気
が
立
つ
け
ん
ち
ん
蕎
麦
を
地
産
の
日
本
酒
と
一
緒
に
流
し
込
ん

で
、
自
然
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恵
み
を
堪
能
す
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
私
も
そ

の
一
人
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
が
多
か
れ
少
な
か
れ
自
然
の
条
件
を
基
礎
に
し
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
ゆ
え
に
、
自
然
が
人
間
の
歴
史
に
何
を
刻

ん
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
際
に
無
視
で
き
な
い
大
事

な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
自
然
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
て
も
、
自
然

と
人
間
、
二
つ
の
歩
み
を
編
み
込
む
よ
う
な
歴
史
叙
述
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
き
ま
せ

常陸大宮市史編さんだより

▲幕末期の辰ノ口堰元付近『辰ノ口分江全図』

　（『水戸藩利水史料集』より転載）

▲大正期の辰ノ口堰と瀬割堤

　（『水戸藩利水史料集』より転載）
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ん
で
し
た
。
た
と
え
ば
歴
史
の
教
科
書
を
見
て
も
、
人
間
が
自
然
環
境
に
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
に
比
べ
る
と
、
気
候
や
地
殻
の
変
動
に
制
約
さ
れ
た
社
会

の
あ
り
様
に
つ
い
て
の
記
述
は
か
な
り
少
な
い
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
市
史
で
も
「
自

然
編
」
が
「
通
史
編
」
と
は
別
に
編
ま
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
今
と
比
べ
て
、
人
間
が
よ
り
自
然
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
時
代
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

市
域
で
暮
ら
し
た
人
び
と
の
生
活
も
、
自
然
の
恵
み
な
し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。
西
の
内
紙
の
材
料
と
な
る
楮

こ
う
ぞ

、
諸
沢
や
下
小
瀬
の
火
打
石
、
高
部
の
材

木
、
諸
沢
の
粉
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
が
、
水
戸
藩
の
ふ
と
こ
ろ
を
温
め
ま
し
た
。
山
や

川
の
資
源
を
大
切
に
活
用
す
る
し
く
み
が
地
域
の
な
り
わ
い
を
支
え
た
の
で
す
。
一

方
で
、
永
田
茂も

衛え

門も
ん

親
子
に
よ
っ
て
那
珂
川
・
久
慈
川
に
築
か
れ
た
巨
大
な
灌か

ん
が
い漑

施し

設せ
つ

（
堰せ

き

）
が
下
流
域
を
有
数
の
田
園
地
帯
に
変
え
た
よ
う
に
、
人
間
が
自
然
の
力
を

操
る
た
め
の
技
術
も
進
歩
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
き
に
行
き
過
ぎ
た
開
発
が
、
土

砂
く
ず
れ
、
洪
水
、
獣
害
の
よ
う
な
災
害
と
な
っ
て
人
び
と
の
生
活
と
命
を
脅
か
し

始
め
た
の
で
す
。

　

近
年
日
本
列
島
で
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
は
、
自
然
と
人
間
社
会
と
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
私
た
ち
に
重
い
問
い
を
突
き
つ
け
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
歴
史
に
は
、
近
代
以
降
の
社
会
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、

自
然
と
人
間
の
つ
き
合
い
方
の
ヒ
ン
ト
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
市
史
で
は
、
自
然
と
人
間
の
歩
み
を
別
々
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
と
人
間
が
織
り
な
す
歴
史
を
描
く
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
６
（
平
成
二
九
年
二
月
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　

―
激
動
の
時
代
の
常
陸
大
宮
を
描
く
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
現
代
史
部
会
長　

佐
々
木　

啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
准
教
授
）

　

こ
の
た
び
、
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
近
現
代
史
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
部
会
の
名
称
で
あ
る
「
近
現
代
史
」
と
は
、
一
体
い
つ
か
ら
い

つ
ま
で
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
学
術
的
に
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が

あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
さ
し
あ
た
り
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
か
ら
現
在
ま
で

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
仮
に
二
〇
一
七
年
を
現
在
と
考
え
る
な
ら
、
合
計
一
四
九
年

の
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
現
代
史
と
い
う
と
、
ま
ず
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
戦
前
・
戦
中
）
と
い
っ
た

激
動
の
時
代
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
市
域
で
も
、
文
明
開
化
に
始

ま
り
、
日
清
・
日
露
戦
争
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

至
る
ま
で
、
人
び
と
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

　

目
覚
ま
し
い
発
展
が
あ
っ
た
一
方
で
、
戦
争
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
の
混
乱
な
ど
、

過
酷
な
出
来
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
先
日
、
戦
争
中
の
旧
八
里
村
の
公
文
書

を
調
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
若
い
男
性
の
多
く
が
兵
役
召
集
や
徴
用
に
よ
っ

て
こ
の
地
域
を
後
に
し
て
い
く
様
子
や
、
銃
後
に
残
さ
れ
た
方
々
が
必
死
に
な
っ
て

物
資
の
供
出
に
尽
力
す
る
様
子
が
、
痛
切
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
拙
稿
「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
と
常
陸
大
宮
」
『
常
陸
大
宮
市
文
書
館
報
』
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）
。

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）

▲体操の授業風景（旧八里小、昭和戦前期）

▲国道118号線大宮バイパス開通時のようす

　（昭和58年12月）
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こ
う
し
た
激
動
の
時
代
の
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
を
丁
寧
に
市
史
に
ま
と
め
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
近
現
代
史
部
会
の
必
須
の
課
題
で
す
。

　

一
方
、
今
回
市
史
を
編
さ
ん
す
る
に
あ
た
っ
て
、
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
戦
後
の
市
民
の
歩
み
を
描
き
出
す
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
年
は
戦
後
七
二
年
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、
明
治
以
降
一
四
九
年
の
歴
史
の

う
ち
、
実
は
半
分
近
く
を
戦
後
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
史
が
完
成
す

る
頃
に
は
、
お
そ
ら
く
「
近
現
代
史
」
の
半
分
以
上
を
戦
後
が
占
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
て
分
厚
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
戦
後
と
い
う
時
代

を
、
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
後
史
と
い
う
と
や
や
平
坦
な

イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
統
治
を
皮
切
り
に
、

高
度
経
済
成
長
に
伴
う
経
済
的
豊
か
さ
の
実
現
、
技
術
の
発
展
と
生
活
の
変
貌
、
都

市
へ
の
人
口
流
出
と
そ
れ
に
伴
う
過
疎
化
の
問
題
、
な
ど
な
ど
、
歴
史
と
し
て
検
討

す
べ
き
テ
ー
マ
は
多
数
に
及
び
ま
す
。
戦
後
も
ま
た
、
激
動
の
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
得
な
が
ら
、
こ
う
し
た
激
動
の
時
代
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
る
べ
く
、
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
７
（
平
成
二
九
年
三
月
号
掲
載
）

　
　

―
「
生
活
の
中
の
文
化
を
『
市
史
』
に
記
録
し
ま
し
ょ
う
」
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

民
俗
部
会
長　

大
津　

忠
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学
芸
部
学
芸
課　

首
席
研
究
員
）

　

常
陸
大
宮
市
は
五
つ
の
旧
町
村
が
合
併
し
て
、
と
て
も
広
い
面
積
を
持
つ
市
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
方
で
も
、
自
分
の
住
む
地
域
以
外
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
と
い

う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
地
元
の
行
事
で
も
、
詳
し
く
は
分
か

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
「
西
塩
子
の
回
り
舞
台
・
祇
園
祭
・
お
か
し
ま
様
行
事
な
ど
、
ど
う
し

て
自
分
の
住
む
市
に
は
こ
の
よ
う
な
行
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
「
山
間
部
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
と
、
比
較
的
平
ら
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
暮
ら
し
や
考
え
方

に
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」｢

こ
の
地
域
で
は
、
な
ぜ
和
紙
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
、

ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
で
そ
の
紙
は
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う｣

と

い
っ
た
疑
問
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
「
ど
う
し
て
」
「
な
ぜ
」
と
い
う
疑
問
を
私
た
ち
も
共
有
し
、
答
え
を
探
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
そ
の
理
由
が
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
、
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
少
し
前
の
時
代
の
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
事
が
多

い
の
で
す
か
ら
。
今
回
作
ら
れ
る
市
史
は
、
特
別
有
名
な
人
た
ち
の
歴
史
ば
か
り
を

綴
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
、
普
段
の
生
活
の
中
で
行
っ

て
い
る
行
事
や
何
気
な
い
生
活
文
化
も
、
大
切
な
記
録
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。

　

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
祭
り
や
仕
事
の
現
場
や
地
区
の
集
会
な
ど
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
市
民
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
き
た
の
か
を
教
え

て
も
ら
い
記
録
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

常陸大宮市史編さんだより

▲西塩子の回り舞台

▲おかしま様行事（盛金地区）



－ 100 －

　

山
や
川
な
ど
自
然
豊
か
な
常
陸
大
宮
市
で
生
き
て
い
く
中
で
、
人
々
が
ど
ん
な
暮

ら
し
ぶ
り
で
、
ど
の
よ
う
な
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
の
か
、
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
他
に
誇
れ
る
文
化
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
自
分
達
の

先
輩
が
ど
の
よ
う
な
苦
労
を
し
、
工
夫
を
し
、
楽
し
み
を
見
つ
け
出
し
て
生
き
て
き

た
の
か
に
気
付
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
民
俗
の
調
査
グ
ル
ー
プ
は
、
皆
さ
ん
の
所
に
う
か
が
い
ま
す
。
常
陸
大
宮

市
の
こ
と
を
知
り
た
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
こ
に
住
む
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
先
生

で
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
８
（
平
成
二
九
年
四
月
号
掲
載
）

―
常
陸
大
宮
市
の
市
史
編
さ
ん
調
査(

自
然)

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

自
然
部
会
長　

桐
原　

幸
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

茨
城
生
物
の
会)

　

常
陸
大
宮
市
は
県
内
で
二
番
目
の
面
積
を
持
つ
、
大
き
な
市
で
す
。
東
は
阿
武
隈

山
地
、
北
西
は
八
溝
山
地
に
囲
ま
れ
、
東
側
を
久
慈
川
が
流
れ
、
西
側
に
は
那
珂
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

一
番
高
い
北
側
の
尺
丈
山(

五
一
一
ｍ)

を
は
じ
め
、
東
側
を
明
山
、
篭
岩
山
、

北
西
側
に
は
鷲
子
山
、
小
瀬
富
士
、
小
舟
富
士
、
高
岩
山
、
南
側
に
は
山
王
山
が
周

辺
を
囲
ん
で
い
ま
す
。
標
高
差
も
、
南
側
の
久
慈
川
沿
い
で
標
高
一
〇
ｍ
で
す
か
ら
、

約
五
〇
〇
ｍ
の
標
高
差
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
も
天
気
予
報
を
注
意
深
く
見
て
い
る
と
、
隣
接
す
る
栃
木
県
の
予
報
の
方
が

的
確
に
思
え
る
こ
と
が
あ
り
、
常
陸
大
宮
市
の
自
然
を
構
成
す
る
環
境
が
変
化
に
富

ん
で
い
て
、
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
久
慈
自
然
公
園
、
御
前
山
自
然
公
園
、
鷲
子
山
自
然
環
境
保
全
地
域
な

ど
の
貴
重
な
自
然
も
あ
り
、
こ
う
し
た
自
然
公
園
等
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
常
陸

大
宮
市
に
は
貴
重
な
動
植
物
の
生
息
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

植
物
で
は
、
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ

ユ
リ
な
ど
、
昔
は
普
通
に
見
る
こ
と
が
出
来
た

も
の
の
、
今
で
は
す
っ
か
り
数
の
減
っ
て
し

ま
っ
た
種
が
数
多
く
常
陸
大
宮
市
内
に
は
生
育

し
て
い
ま
す
。

　

動
物
で
は
、
ム
サ
サ
ビ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
な

ど
、
昔
は
身
近
に
見
る
こ
と
の
出
来
た
種
が
、

今
で
は
姿
を
見
か
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
勿
論
、
陸
上
の
動
物
だ
け
で
な

く
、
久
慈
川
や
那
珂
川
に
は
貴
重
な
種
が
生
息

し
た
り
、
遡
上
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
春
の
調
査
で
気
づ
い
た
貴
重
な
種
の

例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
そ
れ
は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
す
。

　

ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
主
に
関

東
地
方
、
特
に
茨
城
県
の
低
丘
陵
地
に
生
息
し

ま
す
。
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
、
沢
の
湧
き
水

が
流
れ
る
細
流
で
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
「
ヤ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
調
査
し
て
み
る
と
、
埋
め
立
て
な
ど

で
多
く
の
谷
津
な
ど
が
失
わ
れ
、
生
息
場
所
も

個
体
数
も
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
種
は
茨
城
県
な
ど
で
滅
ん
で
し
ま
う
と
、

地
球
上
で
滅
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）

▲トウキョウオオサンショウウオとその卵のう▲相川での自然観察会の様子（茨城生物の会）
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改
め
て
今
回
の
市
史
編
さ
ん
の
調
査
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

自
然
調
査
で
は
み
な
様
の
地
区
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
気
づ
い
た
こ
と
は

お
気
軽
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
ん
な
動
植
物
を
見
た
な
ど
の
情
報
が
い
た

だ
け
れ
ば
た
す
か
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
自
然
観
察
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
広
く
み
な
様
に
お
知
ら
せ

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
や
、
そ
こ
に
生
息
す
る
動
植
物
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
、
常
陸
大
宮
市
の
進
め
る

郷
育
立
市
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　
９
（
平
成
二
九
年
五
月
号
掲
載
）

　
　

 

　
　
　
　
　
　

―
常
陸
大
宮
の
大
地
を
探
る
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
専
門
調
査
員　

菊
池　

芳
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
理
学
博
士
）

　

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
以
降
、
各
地
で
地

震
が
頻
発
し
、
巨
大
地
震
の
発
生
や
火
山
の
噴
火
に
注
意
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
地
球
の
活
動
は
、
人
の
営
み
に
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
〝
負
の
出
来
事
〟
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
み
る
と
生
物
に
欠
か

せ
な
い
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。

　

地
球
の
歴
史
は
約
四
六
億
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
に
至
る
ま
で
に
は
惑
星
の
地
球
衝

突
、
地
球
凍
結
や
温
暖
化
、
巨
大
地
震
や
巨
大

噴
火
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
事
件
が
多

数
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
〝
進
化
は
絶
滅
の
歴

史
〟
と
言
わ
れ
、
数
知
れ
な
い
種
類
の
生
物
が
絶
滅
し
、
同
時
に
新
た
な
動
植
物
が

誕
生
し
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の
自
然
環
境
は
、
全
て
地
球

の
活
動
か
ら
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
陸
大
宮
市
で
も
地
球
の
活
動
か

ら
誕
生
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
金
・
砂
金
、
火
打
石
（
瑪め

瑙の
う

・
玉

ぎ
ょ
く
ず
い髄

）
、

石
炭
（
亜あ

炭た
ん

）
、
砕
石
に
代
表
さ
れ
る
地
下
資
源
で
、
あ
る
時
期
（
一
部
は
現
在
も
）

の
地
域
経
済
を
担
い
ま
し
た
。

　

地
質
分
野
で
は
筆
者
、
千
葉
科
学
大
学
教
授
八
田
珠
郎
氏
、
同
大
学
研
究
補
助
員

菊
池
美
波
氏
を
中
心
に
、
現
地
調
査
と
試
料
分
析
装
置
を
駆
使
し
〝
専
門
性
の
高
い

市
史
〟
の
完
成
に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。

〈
常
陸
大
宮
の
基
盤
を
成
す
地
層
〉

　

常
陸
大
宮
市
の
大
地
は
、
今
か
ら
一
億
五
〇
〇
〇
万
年
以
上
前
の
中
生
代
ジ
ュ
ラ

紀
の
海
底
で
堆
積
し
、
そ
の
後
の
隆
起
で
陸
地
と
な
っ
た
八や

溝み
ぞ

層
群
の
地
層
が
基
盤

と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
溝
層
群
の
特
徴
は
、
陸
地
に
近
い
環
境
で
堆
積
し
た
礫れ

き

岩
、

砂
岩
、
泥
岩
と
、
陸
地
か
ら
離
れ
た
遠
洋
の
環
境
で
堆
積
し
た
チ
ャ
ー
ト
が
、
破
壊

や
変
形
を
受
け
て
様
々
な
大
き
さ
の
岩
塊
と
な
り
、
混
在
し
た
状
態
で
堆
積
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
地
球
内
部
に
潜
り
込
む
際
に
、
陸
地
や

常陸大宮市史編さんだより

周
辺
域
の
地
層
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
で

発
生
し
た
現
象
で
、
付
加
体
堆
積
物
と
も

と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
溝
層
群
の
特
徴
は
、

陸
地
に
近
い
環
境
で
堆
積
し
た
礫れ

き

岩
、
砂

岩
、
泥
岩
と
、
陸
地
か
ら
離
れ
た
遠
洋
の

環
境
で
堆
積
し
た
チ
ャ
ー
ト
が
、
破
壊
や

変
形
を
受
け
て
様
々
な
大
き
さ
の
岩
塊
と

な
り
、
混
在
し
た
状
態
で
堆
積
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が

地
球
内
部
に
潜
り
込
む
際
に
、
陸
地
や
周

辺
域
の
地
層
を
引
き
ず
り
込
む
こ
と
で
発

▲陸源性堆積物の泥岩層（家和楽）

▲遠洋性堆積物のチャート層（舟生）
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生
し
た
現
象
で
、
付
加
体
堆
積
物
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
マ
グ
マ
が
貫
入
し
冷
え
固
ま
っ
た
花か

崗こ
う

岩が
ん

類
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
市
内

の
金
は
マ
グ
マ
の
貫
入
に
伴
っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
新
た
な
鉱
物
の

存
在
も
期
待
さ
れ
、
市
史
編
さ
ん
は
意
義
深
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
二
九
年
六
月
号
掲
載
）

　
　
　

―
「
調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
務
局　
　

高
橋
拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
常
陸
大
宮
市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

〈
地
域
の
歴
史
を
守
る
た
め
に
〉

　

近
年
、
開
発
に
よ
る
土
地
の
変
化
や
家
屋
の
解
体
、
過
疎
化
の
影
響
に
と
も
な

い
、
古
い
資
料
が
散
逸
・
処
分
さ
れ
、
地
域
か
ら
徐
々
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
の
語
り
部
と
な
る
方
々
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
先
人
た
ち
が
の
こ
し
て
き
た
記
憶
や
足
跡
が
永
遠
に
失
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

「
常
陸
大
宮
市
史
」
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
大
切
な
歴
史
や
暮
ら
し
を
記
録
し
、
次
世
代
へ
継
承

す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
守
り
、
後
世
へ
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

〈
調
査
対
象
と
な
る
資
料
〉

　

今
回
新
た
に
作
る
市
史
は
六
つ
の
分
野
（
考
古
、
古
代
・
中
世
史
、
近
世
史
、

近
現
代
史
、
民
俗
、
自
然
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
査
の
対

象
と
な
る
資
料
も
、
考
古
遺
物
（
土
器
・
石
器
類
）
や
古
文
書
を
は
じ
め
、
史
跡
、

祭
礼
、
石
造
物
、
建
築
、
動
植
物
、
鉱
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
み
な
さ
ま

が
日
常
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い
る
も
の
や
、
口
伝
え
に
聞
い
て
き
た
語
り
、
記

憶
な
ど
も
、
実
は
昔
の
足
跡
が
刻
ま
れ
た
大
事
な
資
料
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
ご
自
宅
や
地
区
に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
文
書
・
日
記
な
ど
は
、
当
時
の
社
会

情
勢
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
古
写

真
や
地
図
、
フ
ィ
ル
ム
に
残
さ
れ
た
映
像
記
録
な
ど
、
か
つ
て
の
町
並
み
や
生
活

の
実
態
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
ご
自
宅

な
ど
で
こ
う
い
っ
た
も
の
を
見
か
け
た
り
、
「
古
そ
う
…
。
で
も
こ
れ
は
な
ん
だ

ろ
う
？
」
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）

10

い
。

　

昨
年
八
月
に
市
史
編
さ
ん
事
業
が
動

き
出
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
一
年
が
経

過
し
ま
す
。
こ
の
間
、
六
つ
の
部
会
が

立
ち
上
が
り
、
調
査
の
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
身
分
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
や
市
職
員
が
各
地
域
を

訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
の
実
施
や
情

▼市史編さんで調査する資料（一部）

▲市史編さん調査員の携帯する身分証
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報
の
提
供
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り　

11
（
平
成
二
九
年
七
月
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
縄
文
時
代
の
新
潟
県
と
の
交
流
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

考
古
部
会
専
門
調
査
員　

塚
本　

師
也

　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
公
益
財
団
栃
木
未
来
づ
く
り
財
団　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
課
長
）

　

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
で
、
新
潟
県
の
考
古
学
研

究
者
達
が
、
常
陸
大
宮
市
下
村
田

の
坪つ

ぼ

井い

上う
え

遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

一
点
の
土
器
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

「
五ご

ち
ょ
う
ぶ

丁
歩
の
土
器
と
ソ
ッ
ク
リ
だ
。
」

と
第
一
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
新
潟

県
魚う

お
ぬ
ま沼

市
の
五
丁
歩
遺
跡
の
土
器
と

似
て
お
り
、
魚
沼
地
方
で
作
ら
れ
た

土
器
が
常
陸
大
宮
市
ま
で
運
ば
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
期
の
縄
文
土
器
を
研

究
テ
ー
マ
と
す
る
私
も
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
土
器
は
、
縄
文
時
代
の
中
頃

（
今
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年
前
）
の
も

の
で
す
。
こ
の
時
期
、
常
陸
大
宮
市

を
含
む
東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
北

部
で
は
、
縄
目
模
様
〝
縄

じ
ょ
う
も
ん文

〟
と
立

体
的
な
装
飾
で
飾
ら
れ
た
縄
文
土
器
が
流
行
し
ま
す
。
し
か
し
、

先
ほ
ど
の
坪
井
上
遺
跡
の
土
器
に
は
〝
縄
文
〟
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
粘ね

ん

土ど

紐ひ
も

と
線
だ
け
で
装
飾
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土

器
は
、
北
陸
地
方
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
土

器
が
魚
沼
地
方
か
ら
運
ば
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
の
で
す
。
北
陸

地
方
を
代
表
す
る
有
名
な
「
火か

焔え
ん

型が
た

土
器
」
も
、
線
と
粘
土
紐

だ
け
で
文
様
を
描え

が

い
て
い
ま
す
。
市
内
の
西
塙
遺
跡
（
野
口
）

か
ら
は
、
「
火
焔
型
土
器
」
を
真
似
て
作
っ
た
土
器
が
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

坪
井
上
遺
跡
か
ら
は
、
ヒ
ス
イ
で
作
っ
た
玉
（
首
飾
り
？
）

が
八
点
出
土
し
て
い
ま
す
。
一
遺
跡
で
八
点
の
出
土
は
全
国
一

位
で
す
。
縄
文
時
代
の
ヒ
ス
イ
の
玉
は
、
す
べ
て
新
潟
県
糸
魚
川
産
で
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
・
栃
木
の
北
部
は
多
く
出
土
す
る
地
域
の

一
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
か
ら
約
五
〇
〇
〇
年
前
の
常
陸
大
宮
市
の
人
々
は
、
ヒ

ス
イ
の
玉
や
縄
文
土
器
な
ど
を
通
し
て
、
新
潟
県
地
域
の
人
々
と
深
く
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
他
地
域
の
特
徴
を

持
つ
土
器
や
石
器
か
ら
、
過
去
の
人
々
の
地
域
間
の
交
流
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
考
古
学
が
得
意
と
す
る
分
野
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り　

12
（
平
成
二
九
年
八
月
号
掲
載
）

常陸大宮市史編さんだより

▲坪井上遺跡（下村田）から出土した

　縄文遺跡

▲西塙遺跡（野口）から出土した

　火焔型土器

▲硬玉製の大珠（市指定文化財）
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―
常
陸
大
宮
市
の
戦
国
時
代
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

古
代
・
中
世
史
部
会
専
門
調
査
員　
　

山
縣　

創
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校
教
諭
）

　

私
が
主
に
担
当
す
る
「
中
世
」
と
い
う
時
代
は
、
一
般
的
な
高
校
日
本
史
の
教
科

書
で
は
、
一
一
世
紀
半
ば
の
院
政
期
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
の
戦
国
時
代
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
が
古
代
、
そ
れ
以
降
が
近
世
と
い
う
時
代
区
分
に
な
り
ま
す
。

こ
の
区
分
に
従
え
ば
、
常
陸
大
宮
市
域
に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
佐
竹
氏
は
、
中
世
の

み
な
ら
ず
古
代
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

佐
竹
氏
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
隣
接
す
る
常
陸
太
田
市
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、

佐
竹
氏
を
考
え
る
上
で
常
陸
大
宮
市
も
同
様
に
重
要
な
地
域
と
い
え
ま
す
。

　

と
り
わ
け
戦
国
時
代
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
氏
が
大
き
く
成
長
す
る
画
期
と
な
っ
た

部へ

垂た
れ

の
乱
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
佐
竹
氏
に
お
け
る
内
乱
と
し
て
は
、
約

一
〇
〇
年
続
い
た
佐
竹
の
乱
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
し
た
が
、
そ
れ
に
続
く
部
垂
の
乱

も
佐
竹
氏
の
権
力
確
立
過
程
に
お
い

て
重
要
と
い
え
ま
す
（
拙
稿
「
部
垂

の
乱
と
佐
竹
氏
の
自
立
」
『
佐
竹
一

族
の
中
世
』
、
二
〇
一
七
年
）
。
現
在

の
大
宮
小
学
校
が
部
垂
城
跡
に
な
り

ま
す
が
、
校
舎
周
辺
に
あ
る
部
垂
義よ

し

元も
と

墓
碑
や
土
塁
か
ら
往
時
を
し
の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
【
図
１
】
。

　

隣
接
す
る
甲
神
社
に
は
、
部
垂
義
元
奉
納
と
伝
わ
る
「
源げ

ん

じ

け

い

ず

氏
系
図
」
や
「
佐さ

た

け竹
義よ

し

昭あ
き

奉ほ
う
が
ち
ょ
う

加
帳
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
の
佐
竹
氏
を
研
究
す
る
う
え
で
の

貴
重
な
史
料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
、
部
垂
城
を
は
じ
め
長
倉
城
や
野
口
城
、
小
場
城
な
ど
佐
竹
氏
の

有
力
な
一
族
衆
や
国
衆
の
拠
点
と
な
っ
た
城
跡
や
、
高
部
館
や
小
舟
城
な
ど
の
佐
竹

氏
が
下し

も
つ
け野

東
部
に
進
出
す
る
う
え
で
重
要
な
「
境さ

か
い
め目

の
城
」
が
多
数
あ
っ
た
地
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
い
に
注
目
す
べ
き
点
だ
と
思
い
ま
す
【
図
２
】
。

　

今
回
の
市
史
編
さ
ん
に
際
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
城
跡
や
史
料
に
も
光
を
あ
て
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
二
九
年
九
月
号
掲
載
）

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）
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【図１】　部垂城縄張り図

（『図説　茨城の城郭』より転載　作図：青木義一）

【図２】　常陸大宮市域における城跡分布図

（前川辰徳「佐竹氏と下野の武士」『佐竹一族の中世』より転載）　
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―
鳥
類
の
調
査
状
況
及
び
成
果
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
部
会
［
生
物
分
野
］
専
門
調
査
員　

仲
田　

立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
茨
城
生
物
の
会
）

　

常
陸
大
宮
市
の
鳥
の
調
査
を
、
今
年
の
四
月
か
ら
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
主
に
久
慈
川
水
系
を
調
査
し
来
年
度
は
那
珂
川
水
系
に
つ
い
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
や
撮
影
が
で
き
た
貴
重
な
種
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

・
サ
シ
バ(

タ
カ
科)

　

　

里
山
を
代
表
す
る
タ
カ
の
仲
間
で
、
夏
鳥
と
し

て
渡
来
し
ま
す
。
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
な
ど
を
食
べ
ま

す
。
「
ピ
ッ
ク
ィ
ー
」
と
良
く
鳴
き
ま
す
。

　

・
ノ
ス
リ(

タ
カ
科)

　

留
鳥
ま
た
は
漂
鳥
で
、
山
地
林
で
繁
殖
し
、
冬

季
は
農
耕
地
で
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

に
ネ
ズ
ミ
類
を
食
べ
ま
す
。
野
を
擦
る
よ
う
に
飛

ぶ
の
が
和
名
の
由
来
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ(

サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
科)

 
 

夏
鳥
と
し
て
、
山
地
の
広
葉
樹
林
に
飛
来
し
ま

す
。
フ
ラ
イ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
し
て
昆
虫
類
を
食
べ

ま
す
。
「
ピ
リ
リ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
が
、
山
椒

の
実
を
食
べ
て
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
る
と
い
う
の
が
和
名
の
由
来
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
御
前
山
ダ
ム
周
辺
ま
で
は
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
の
常
陸
大
宮
市
内
の
鳥
の
観
察
を
詳
し
く
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
縁
有
っ
て
今
回
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
里
山
か
ら
山
地
林
に
至
る
、
常

陸
大
宮
市
の
自
然
の
豊
か
さ
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
種
や
近
頃
数
を
減
ら
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
も
の
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
八
二
種
の
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
平
成
三
一
年
度
ま
で
の
調
査
で
、
ど
ん
な
鳥
に
出
会
え
る
か
、
再
度
ク

ロ
ツ
グ
ミ
な
ど
の
美
し
い
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
楽
し
み
で
す
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
二
九
年
一
〇
月
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
地
域
の
同
質
性
と
異
質
性
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

近
世
史
部
会
専
門
調
査
員　

永
井　

博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
茨
城
県
立
歴
史
館　

史
料
学
芸
部
長
）

　

私
は
、
近
世
史
（
お
も
に
江
戸
時
代
）
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
市
史
編
さ
ん
で

は
政
治
史
の
視
点
か
ら
、
当
市
域
の
変
遷
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
江
戸
時
代
、
常
陸
大
宮
市
域
は
す
べ
て
水
戸
藩
領
で
し
た
。
大
子
町
や
常
陸

太
田
市
、
那
珂
市
、
日
立
市
、
東
海
村
、
ひ
た
ち
な
か
市
な
ど
も
同
様
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
水
戸
市
に
は
旧
内
原
町
域
に
旗
本
領
が
あ
り
、
同
じ
く
茨
城
町
な
ど
に
も
旗

本
領
や
幕
府
領
が
あ
り
ま
す
。
図
一
に
見
る
よ
う
に
、
水
戸
藩
領
は
、
ほ
と
ん
ど
が

水
戸
以
北
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
関
東
地
方
は
、
水
戸
藩
が
三
五
万
石
と
圧
倒
的
な
石
高
を
有
し
て
い

ま
す
が
、
実
は
大
部
分
は
譜
代
大
名
や
旗
本
と
い
っ
た
幕
府
職
員
の
「
補
給
地
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
に
つ
い
て
幕
末
時
点
の
石
高
で
み
る
と
、
も
っ
と
も
多
い

の
は
水
戸
藩
領
で
は
な
く
旗
本
領
（
三
一
万
石
余
）
で
す
。
幕
府
直
轄
領
と
あ
わ
せ

る
と
約
四
四
万
石
と
な
り
、
県
域
全
体
を
あ
わ
せ
た
石
高
の
お
よ
そ
四
割
が
幕
府
関

常陸大宮市史編さんだより

14



－ 106 －

係
の
領
地
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
水
戸
藩
領
は
一
部
が
栃
木
県
（
現
那
珂
川
町
）
に
あ
る
た
め
県
内
の
石
高

は
二
九
万
石
で
、
四
分
の
一
弱
の
割
合
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
県
北
以
外
の
地
域
は
、
同
一
市
町
村
で
江
戸
時
代
の
領
主
が
複
数
と
い

う
の
が
普
通
な
の
で
す
。
な
か
に
は
つ
く
ば
市
や
石
岡
市
の
よ
う
に
、
市
域
の
領
主

が
五
〇
人
以
上
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
同
じ

村
（
ほ
ぼ
現
在
の
大
字
単
位
）
で
も
、
集
落
ご
と
に

領
主
が
異
な
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
当
市
を
含
め
た
県

北
地
域
は
例
外
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し

か
も
佐
竹
氏
時
代
も
含
め
る
と
、
同
一
領
主
の
期
間

が
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
「
同

質
性
」
は
、
良
く
も
悪
く
も
現
代
の
県
北
地
域
、
そ

し
て
当
市
域
を
考
え
て
い
く
う
え
で
も
見
逃
せ
な
い

視
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に
そ
う
し

た
な
か
で
見
い
だ
さ
れ
る
「
異
質
性
」
は
、
地
域
の
特
色
を
考
え
る
視
点
と
な
る
で

し
ょ
う
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
二
九
年
一
一
月
号
掲
載
）

―
双
六
か
ら
み
え
る
常
陸
大
宮
の
町
並
み
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

近
現
代
史
部
会
専
門
調
査
員　

佐
藤　

美
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
埼
玉
県
立
文
書
館
学
芸
員
）

　

近
現
代
史
部
会
で
は
、
ま
ず
合
併
前
の
町
村
史
な
ど
に
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
常

陸
大
宮
市
史
で
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
を
出
す
か
、
ど
の
よ
う
な
組
み
立
て
が
よ
い

か
を
議
論
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
本
格
的
な
調
査
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

部
会
で
の
議
論
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
常
陸
大
宮
に
生
き
た
人
々
の
気
持
ち

や
行
動
が
具
体
的
に
わ
か
る
、
「
顔
の
み
え
る
歴
史
」
を
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ひ

と
く
ち
に
地
域
の
歴
史
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
政
治
や
行
政
、

経
済
や
産
業
、
そ
し
て
生
活
や
文
化･

･
･
･
･
･

。
と
り
わ
け
生
活
や
文
化
の
よ
う
す

は
人
々
の
日
常
に
近
い
だ
け
に
、
意
識
的
に
記
録
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
な

か
な
か
後
世
に
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
様
々
な
資
料
に
あ
た
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
に
大
宮
の
町
の
商
店
を
掲
載
し
た
双
六
、
「
大
宮
町
協
同
商
店
写
真
集

双
六
」
が
あ
り
ま
す
【
図
】
。
二
三
の
商
店
の
写
真
が
は
め
込
ま
れ
た
コ
マ
を
め
ぐ

る
と
最
後
に
甲
神
社
で
上
が
り
と
な
る
趣
向
で
す
。
地
域
の
中
心
的
な
商
業
地
だ
け

あ
っ
て
三
軒
の
宿
屋
、
二
軒
の
料
理
屋
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
醤
油
醸
造
所
、
薬
品
店

や
書
店
、
そ
し
て
自
転
車
店
な
ど
も
載
っ
て
い
ま
す
。
土
蔵
造
の
店
舗
も
み
え
る
一

方
で
、
茅
葺
き
の
建
物
も
み
え
る
と
い
っ
た
町
の
風
景
や
店
先
の
よ
う
す
ま
で
わ
か

り
ま
す
。

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）
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【図1】　水戸藩領図（『水戸市史　中巻（一）から）

【図2】　那珂郡図（茨城県立歴史館所蔵）
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問
題
は
、
こ
の
双
六
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
作
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

欄
外
に
「
写
真
師
檜
山
静
峰
」
が
発
行
し
、
「
水
戸
市
南
町
大
正
印
堂
」
が
印
刷
し

た
と
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
発
行
年
月
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
マ
の
な
か
に
ヒ

ン
ト
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
七
番
「
満
寿
屋
料
理
店
」
に
は
「
専
売
所
側
」
と
い
う

説
明
が
あ
り
ま
す
。
「
専
売
所
」
と
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
設
置
さ
れ
た
、

葉
た
ば
こ
の
専
売
所
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
う
や
ら
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
作
ら
れ

た
も
の
の
よ
う
で
す
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
を
み
て
み
る
と
、
二
二
番
の
「
黒
澤

書
肆
」
の
写
真
に
は
書
店
の
店
先
に
立
て
看
板
が
あ
り
、ぼ
ん
や
り
と
「
全
科
表
解
」

と
書
い
て
い
る
よ
う

に
読
め
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
て

み
る
と
、
「
全
科
表

解
」
と
は
子
ど
も
向

け
の
学
習
参
考
書

で
、
同
館
に
は
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）

か
ら
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
の
も
の
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
書
は
そ
の
後
、

昭
和
の
初
め
頃
ま
で

出
版
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
う
し
て
双
六
が

作
ら
れ
た
だ
い
た
い

の
時
期
を
推
測
で
き

ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
双
六
は
地
元
の
商
店
が
お
金
を
出
し
合
い
販
売
促
進
の
た
め

に
お
客
さ
ん
に
配
布
し
た
、
生
活
に
身
近
な
「
ち
ら
し
」
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
約
一
〇
〇
年
経
過
し
た
現
在
、
か
つ
て
の
町
並
み
を
記
録
し
歴

史
を
語
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
二
九
年
一
二
月
号
掲
載
）

―
正
月
は
な
ぜ
お
め
で
た
い
の
か
？
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

民
俗
部
会
専
門
調
査
員　

田
中　

伸
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学
芸
部
学
芸
課　

学
芸
員
）

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
お
祭

り
や
古
民
家
の
調
査
な
ど
で
、
市
民
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
も
引
き
続
き
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
さ
て
、
年
始
に
よ
く

見
聞
き
す
る
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
な
ん
だ
か
不
思
議
な
挨

拶
で
す
。
な
ぜ
「
年
が
明
け
る
」
と
「
お

め
で
た
い
」
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
＝
め
で
た
い
と
い
う
考
え
方
の
起

源
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
内
の
ひ
と
つ
に
「
年と

し

神が
み

へ
の

信
仰
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
年
神

と
は
、
元
日
に
や
っ
て
く
る
イ
エ
（
家
）

や
家
業
の
守
り
神
で
あ
り
、
地
方
に
よ
っ

常陸大宮市史編さんだより
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【図】大宮町協同商店写真集双六（市教育委員会蔵）

【図１】旧Ｋ家住宅の平面図（民俗部会での調査をもとに作成）
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て
オ
ト
ン
ド
サ
ン
、
お
正
月
様
、
歳
徳
様

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
方
を
さ
れ
ま
す
。

お
正
月
の
お
餅
や
門
松
、
注
連
縄
、
お
節

料
理
な
ど
は
、
本
来
、
こ
の
年
神
を
ま
つ

る
た
め
に
用
意
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
民

俗
学
お
い
て
、
こ
の
年
神
の
正
体
は
祖
霊

（
ご
先
祖
様
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
お
正
月
は
自
分
た
ち
の
守
り
神

で
あ
る
ご
先
祖
様
が
、
家
に
帰
っ
て
く
る

時
期
な
の
で
「
め
で
た
い
」
と
祝
わ
れ
た

の
で
す
。

　

元
日
に
来
訪
し
た
年
神
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
は

家
に
滞
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
年
神
は
神
棚
に
ま
つ
ら
れ

ま
す
。
神
棚
は
多
く
の
場
合
、
居
間
や
座
敷
な
ど
の
家
族
が
集
ま
る
部
屋
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
下
の
平
面
図
は
、
常
陸
大
宮
市
高
部
に
あ
る
古
民
家
の
も
の
で
す

が
、
日
常
生
活
の
中
心
だ
っ
た
囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
に
神
棚
が
拵
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
【
図
１
】
ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
作
り
付
け
の
神
棚
と
は
別
に
、
年と

し

棚だ
な

と

い
う
年
神
用
の
神
棚
を
用
意
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
下
の
写
真
は
、
昭
和
四
〇

年
（
一
九
六
五
）
一
月
一
五
日
に
里
美
村
（
現･

常
陸
太
田
市
里
美
地
区
）
で
撮
影

さ
れ
た
、
お
正
月
様
（
年
神
）
を
ま
つ
る
年
棚
で
す
。
【
写
真
１
】

　

近
年
で
は
、
正
月
に
年
神
を
ま
つ
る
家
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
宅

で
は
、
ど
の
よ
う
な
お
正
月
の
行
事
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
調
査
員
が
お
邪

魔
し
た
と
き
に
は
、
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
三
〇
年
一
月
号
掲
載
）

―
常
陸
大
宮
市
の
金
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
部
会
［
地
質
分
野
］
専
門
調
査
員　

八
田　

珠
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
葉
科
学
大
学
危
機
管
理
学
部　

教
授
）

　

少
な
く
と
も
奈
良
時
代
以
降
、
茨
城
県
北
部
（
常
陸
大
宮
市
、
大
子
町
）
か
ら
栃

木
県
東
部
（
那
珂
川
町
）
に
か
け
て
、
た
く
さ
ん
の
金
山
が
発
見
さ
れ
、
砂
金
も
採

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
稼
働
し
て
い
た
本
州
最
後
の
金
山
、
栃
原

金
山
も
、
こ
の
地
域
に
あ
り
ま
す
。
産
出
さ
れ
る
金
で
高
品
位(

一
〇
〇
％
近
い
含

金
量)

の
も
の
は
、
自
然
金(

Au)

と
い
う
元
素
鉱
物
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
銀

と
の
合
金
エ
レ
ク
ト
ラ
ム(

Au
、
Ag)

と
い
う
鉱
物
と
し
て
産
出
す
る
こ
と
が
多
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
、
含
金
量
と
し
て
は
五
〇
％
を
切
り

ま
す
が
、
テ
ル
ル(

Te)

化
金
・
銀
と
い
う
鉱
物
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
金
は
貴
重
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
金
が
酸
化
や
腐

食
し
に
く
く
、
薄
く
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
貨
幣
や
装
飾
品
と
し
て
加
工
が

し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
材
料
の
表
面
を
薄
膜
で
覆
う
〝
金
メ
ッ
キ
〟
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
金
属
を
溶
か
し
や
す
い
水
銀
の
性
質
を
利
用
し
、
金
を
水
銀
に
溶
か
し
て
ア

マ
ル
ガ
ム
と
い
う
合
金
と
し
て
塗
布
し
、
加
熱
す
る
こ
と
で
水
銀
だ
け
を
蒸
発
さ
せ

る
方
法
で
、
材
料
に
金
メ
ッ
キ
を
施
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
奈
良
市
東
大
寺
の
大
仏

に
は
、
茨
城
栃
木
県
境
地
域
の
、
主
に
那
珂
川
町
武
茂
周
辺
で
産
出
し
た
金
を
使
用

し
、
奈
良
県
や
三
重
県
で
古
く
か
ら
産
す
る
水
銀
を
用
い
て
ア
マ
ル
ガ
ム
法
で
金

メ
ッ
キ
を
施
し
て
い
ま
す
。
加
熱
に
よ
っ
て
発
生
す
る
水
銀
の
蒸
気
は
き
わ
め
て
有

毒
の
た
め
、
大
仏
の
建
立
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
死
者
が
出
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
は
主
に
熱
水
鉱
脈
に
石
英
や
硫
化
鉱
物
（
硫
黄
と
金
属
が
結
合
し
た
鉱
物
）
と

と
も
に
産
出
し
ま
す
。
当
地
域
で
も
熱
水
鉱
脈
が
形
成
さ
れ
、
金
、
石
英
や
硫
化
鉱

物
が
誕
生
し
ま
し
た
。
マ
グ
マ
が
地
下
深
く
で
ゆ
っ
く
り
と
冷
え
て
固
ま
っ
て
い
く

常陸大宮市史研究　第１号（2018 年）
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【写真１】お正月様の年棚（藤田稔氏撮影）
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と
き
に
、
石
英
は
最
後
に
で
き
ま
す
。
化
合
物
に
な
り
に
く
い
金
は
、
最
後
ま
で
相

手
が
見
つ
か
ら
ず
、
元
素
の
ま
ま
で
石
英
と
一
緒
に
産
出
し
ま
す
。
岩
石
が
風
化
し

て
侵
食
さ
れ
河
川
に
流
さ
れ
た
場
合
は
、
砂
金
と
し
て
発
見
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
色
は
金
に
似
て
い
ま
す
が
、
黄
鉄
鉱
と
い
う
鉱
物
が
あ
り
ま
す
。
鉄
の
硫
化

物(

FeS2

)

な
の
で
、
金(

Au)

と
は
別
物
で
す
。
し
か
し
、
黄
鉄
鉱
は
多
く
の
場
所

で
産
出
す
る
た
め
、
初
め
て
黄
鉄
鉱
を
見
た
人
は
、
金
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
黄
鉄
鉱
は
俗
に
愚
か
者
の
金(

f
o
o
l
'
s
 
g
o
l
d
)

と
い
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
常
陸
大
宮
市
か
ら
大
子
町
に
か
け
て
は
、
金
に
由
来
す
る

地
名
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
古
い
記
録
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
地
域

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
リ
ア
を
つ
く
る
こ
と
が
私
の
理
想
で
す
。

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
　　

（
平
成
三
〇
年
二
月
号
掲
載
）
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▲金（中生代ジュラ紀八溝層群産）

▲黄鉄鉱（中生代ジュラ紀八溝層群産）
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編
集
後
記

　

常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
が
本
格
始
動
し
て
か
ら
約
一
年
半
と
い
う
短
い
期
間

の
中
、
最
初
の
刊
行
物
と
な
る
『
常
陸
大
宮
市
史
研
究　

第
一
号
』
を
刊
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
専
門
部
会
の
組
織
や
調
査
方
針
の
確
立
に

重
点
を
置
き
、
実
質
的
な
調
査
は
一
年
に
も
満
た
な
い
部
会
が
多
い
中
、
考
古
部
会

の
萩
野
谷
悟
専
門
調
査
員
を
は
じ
め
、
近
現
代
史
部
会
の
石
井
裕
専
門
調
査
員
、
民

俗
部
会
の
林
圭
史
専
門
調
査
員
、
自
然
部
会
の
佐
々
木
泰
弘
専
門
調
査
員
、
藤
田
弘

道
専
門
調
査
員
、
中
﨑
保
洋
協
力
員
に
論
稿
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

各
専
門
部
会
長
に
は
巻
頭
企
画
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
部
会
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
、

ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
陸
大
宮
市
史
編
さ
ん
事
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
今
後
ま
す
ま
す
、
各
調
査
員
が
現
地
を
訪
問
し
、
皆
さ
ま
の
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
や
、
地
区
に
残
る
古
文
書
な
ど
を
調
査
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
の
歴
史
や
文
化
を
記
録
し
、
未
来
へ
遺
し
て
い
く
た
め
に
も
、
事
業
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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